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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する第１の撮像素子と、前記第１の撮像素子に被写体像を結像する第１の
光学系と、被写体に対する焦点を調整する第１の焦点調整手段と、からなる第１の撮影系
と、
　被写体を撮像する第２の撮像素子と、前記第２の撮像素子に被写体を結像すると共に、
前記第１の光学系よりも焦点深度が短く設定された第２の光学系と、被写体に対する焦点
を調整する第２の焦点調整手段と、からなる第２の撮影系と、
　前記第２の撮影系によって撮影をするときに、前記第１の焦点調整手段による焦点調整
を行うように前記第１の焦点調整手段を制御した後に、前記第１の焦点調整手段による焦
点調整結果に基づいて前記第２の焦点調整手段による焦点調整を行うように前記第２の焦
点調整手段を制御する制御手段と、
　を備えたデジタルカメラ。
【請求項２】
　前記第２の光学系はズームレンズを含むことを特徴とする請求項１に記載のデジタルカ
メラ。
【請求項３】
　前記第１の光学系は単焦点レンズを含むことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載
のデジタルカメラ。
【請求項４】
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　画像を表示する表示手段と、
　前記被写体を撮影する対象となる撮影系を第１の撮影系又は第２の撮影系に切り替える
切替手段と、
　を更に備え、
　前記制御手段は、前記切替手段で定められた一方の撮影系によって撮影された撮影画像
が表示されると共に、他方の撮影系によって撮影された撮影画像を示す画像情報が表示さ
れるように、前記表示手段を制御する、
　ことを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載のデジタルカメラ。
【請求項５】
　前記切替手段で定められた一方の撮影系により撮影された撮影画像を記録する記録手段
をさらに含むことを特徴とする請求項４に記載のデジタルカメラ。
【請求項６】
　前記第１の撮影系及び前記第２の副撮影系はそれぞれ画角の異なる撮影系であることを
特徴とする請求項４又は請求項５に記載のデジタルカメラ。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
【０００２】
　本発明は、デジタルカメラにかかり、特に、複数のＣＣＤなどの固体撮像素子を備えて
独立して撮影系を複数構成し、それぞれの撮影系に自動焦点調整機能を有する複数の撮影
系を有するデジタルカメラに関する。
【０００３】
【従来の技術】
近年、簡便に撮影可能なＣＣＤ撮像素子などを有した撮像装置として、デジタルカメラが
数多く流通している。デジタルカメラは、その撮影時には、ＣＣＤ撮像素子などで光量に
応じた電荷（光電変換）を画素毎に読み取って、画像データに変換した後に、撮影画像を
画像データとして磁気記録媒体などの記録媒体に記録している。
【０００４】
撮影から記録までの過程では、撮影コマ毎に、主な処理として、撮影画像のデジタル変換
、撮影画像表示のための画像作成、そして撮影画像を記録するための記録処理の各々が行
われている。
【０００５】
また、この種のデジタルカメラでは、ＣＣＤ撮像素子等を用いていることにより、動画撮
影も可能となってきている。例えば、複数のレンズユニットを光軸方向に複数個並べて切
換選択された撮影光学系に応じてレンズユニットのそれぞれをズーム駆動させて、ＣＣＤ
上に光学像を結像するようにして、動画撮影を行うことが提案されている（特許文献１参
照。）。
【０００６】
さらに、複数のＣＣＤ撮像素子を備えた撮像装置なども提案されており、例えば、特許文
献２に記載の技術では、白黒用とカラー用、あるいは素子サイズの異なる複数のＣＣＤと
、各ＣＣＤを駆動する制御部とを備えて、光学レンズからの光信号を分割して各ＣＣＤに
受光させて、制御部で信号処理を行うことが提案されている。特許文献２に記載の技術で
は、周囲の状況に応じて撮影するＣＣＤを切り換えるようにしており、これによって、周
囲の状況に応じた画像を得ることができる。
【０００７】
上述したデジタルカメラでは，ズームレバーを備え、ズームレバーの操作に基づいて被写
体の像を拡大したり縮小したりするズーム機能を有する。また、２つの撮影系と、各撮影
系に対応して、各撮影系で得られた画像を表示する２つの表示部と、を備えるカメラも提
案されている。
【０００８】
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【特許文献１】
特開平１０－２６２１７５号公報
【特許文献２】
特開平１１－１２２５３６号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従来のオートフォーカス機能では、ズームレンズ等の焦点深度が短いレンズを使用する
場合には、オートフォーカスを行う際のレンズの基準となる位置と焦点位置によっては、
例えば、図１８に示すように、図１８矢印Ａ方向にレンズを移動（焦点距離の長い方から
レンズを移動）し、各レンズ位置におけるコントラストを算出すると、図１８矢印Ａ方向
とは逆方向からレンズを移動する場合に比べて、コントラストの最大値を検出するまでに
、レンズを移動させる距離が長くなり、焦点位置の探索に時間が要してしまう、という問
題がある。
【００１２】
また、ズームレンズ等の焦点深度が短いレンズを使用する場合には、一般的には、フォー
カスレンズを駆動するステッピングモータを数ステップずつ駆動して大まかな焦点位置範
囲を特定（ラフサーチ）してから、前記ステッピングモータを詳細に駆動して、特定され
た大まかな焦点位置範囲を焦点探索するが、この場合についても、上記同様に、ラフサー
チの際に焦点探索範囲が広いので、レンズを移動させる距離が長くなり、焦点位置の探索
に時間が要してしまう、という問題がある。
【００１８】
また、従来のオートフォーカス機能では、例えば図３５に示すように、被写体までの撮影
距離が予め定めた至近距離の場合に合焦するレンズの位置を初期位置として、この初期位
置から、被写体までの撮影距離が無限遠の場合に合焦するレンズの位置まで所定距離Ｌず
つステップ駆動しながら、コントラスト値が最大値となるレンズ位置を合焦位置とするこ
とによってオートフォーカスを行っていた。このため、図３５に示すように、合焦位置が
無限遠側にある場合には、合焦位置の検出に時間がかかり、逆に、被写体までの撮影距離
が無限遠の場合に合焦するレンズの位置を初期位置とした場合には、合焦位置が至近距離
側にある場合には、合焦位置の検出に時間がかかる、という問題があった。
【００１９】
　本発明は、上記問題を解決すべく成されたもので、合焦位置の検出時間を短縮すること
ができるデジタルカメラを提供することを目的とする。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
【００３９】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の発明は、被写体を撮像する第１の撮像素子
と、前記第１の撮像素子に被写体像を結像する第１の光学系と、被写体に対する焦点を調
整する第１の焦点調整手段と、からなる第１の撮影系と、被写体を撮像する第２の撮像素
子と、前記第２の撮像素子に被写体を結像すると共に、前記第１の光学系よりも焦点深度
が短く設定された第２の光学系と、被写体に対する焦点を調整する第２の焦点調整手段と
、からなる第２の撮影系と、前記第２の撮影系によって撮影をするときに、前記第１の焦
点調整手段による焦点調整を行うように前記第１の焦点調整手段を制御した後に、前記第
１の焦点調整手段による焦点調整結果に基づいて前記第２の焦点調整手段による焦点調整
を行うように前記第２の焦点調整手段を制御する制御手段と、を備えることを特徴として
いる。
【００４０】
　請求項１に記載の発明によれば、第１の撮影系と第２の撮影系の２つの撮影系を有して
いる。
【００４１】
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第１の撮影系は、第１の撮像素子と、第１の光学系と、第１の焦点調整手段とからなり、
第１の光学系によって被写体像が第１の撮像素子に結像される。この時、第１の焦点調整
手段によって、焦点位置が調整される。
【００４２】
また、第２の撮影系も同様に、第２の撮像素子と、第２の光学系と、第２の焦点調整手段
とからなり、第２の光学系によって被写体像が第２の撮像素子に結像される。この時、第
２の焦点調整手段によって、焦点位置が調整される。
【００４３】
ここで、第２の撮影系によって撮影を行う場合には、第２の光学系は第１の光学系よりも
焦点深度が短く設定されているので、第２の焦点調整手段によって焦点を調整する際には
、焦点調整を行う焦点距離範囲が第１の撮影系に比べて広く、焦点調整を行う際の焦点探
索に時間を要してしまう。
【００４４】
そこで、第２の撮影系によって撮影を行うときには、制御手段によって、第１の焦点調整
手段による焦点調整が行われるように、第１の焦点調整手段が制御されて、大まかな焦点
距離が特定される。そして、その後、第１の焦点調整手段による焦点調整結果に基づいて
、例えば、特定された大まかな焦点距離の範囲を焦点位置の探索をするべく、第２の焦点
調整手段による焦点調整が行われるように第２の焦点調整手段が制御される。すなわち、
焦点距離範囲の狭い（焦点深度が長い）第１の撮影系によって大まかな焦点位置を特定し
てから、当該特定された大まかな焦点位置に基づいて、第２の撮影系による焦点調整を行
うので、焦点距離範囲の広い（焦点深度の短い）第２の撮影系のみで焦点距離を特定する
場合に比べて、少ない範囲に対して焦点位置の探索を行うことができるので、焦点探索に
要する時間を短縮することができる。
【００４５】
　なお、第２の光学系は、請求項２に記載の発明のように、ズームレンズを用いることが
可能である。ズームレンズの焦点深度は短いので、焦点調整には時間を要する。従って、
ズームレンズよりも焦点深度の長い第１の撮影系によって大まかな焦点位置を特定するこ
とによって、第２の撮影系による焦点調整時間を短縮することが可能である。
【００４６】
　また、第１の光学系は、請求項３に記載の発明のように、単焦点レンズを用いることが
可能である。単焦点レンズは、焦点深度が長いので、単焦点レンズを第１の光学系に用い
ることで、大まかな焦点位置を特定する際に、短時間で焦点探索を行うことが可能となる
。
【００４７】
　更に、請求項４のように、画像を表示する表示手段と、前記被写体を撮影する対象とな
る撮影系を第１の撮影系又は第２の撮影系に切り替える切替手段と、を更に備え、前記制
御手段は、前記切替手段で定められた一方の撮影系によって撮影された撮影画像が表示さ
れると共に、他方の撮影系によって撮影された撮影画像を示す画像情報が表示されるよう
に、前記表示手段を制御するようにしてもよい。
【００４８】
　ここで、請求項４に記載の発明では、第１の撮影系及び第２の撮影系は、それぞれ異な
る撮影状態（例えば、画角が異なる撮影状態等）で被写体を撮影するようにしてもよい。
例えば、大きさの異なるＣＣＤ撮像素子等を複数用いて被写体を撮影することによって、
異なる撮影状態で被写体を撮影する。
【００４９】
切替手段は、被写体を撮影する対象となる撮影系を第１の撮影系又は第２の撮影系に切り
替える。そして、制御手段は、前記切替手段で定められた一方の撮影系によって撮影され
た撮影画像が表示されると共に、他方の撮影系によって撮影された撮影画像を示す画像情
報が表示されるように、前記表示手段を制御するようにしてもよい。
【００５０】
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すなわち、第１の撮影系及び第２の撮影系の何れか一方の撮影系による撮影画像を表示し
ながら、他方の撮影系による撮影画像を示す画像情報も表示することが可能なので、撮影
中に一方の撮影系による撮影画像以外の、他方の撮影系による撮影画像を示す画像情報も
確認することができる。従って、周囲の状況を捉えながら撮影を行うことができる。
【００５１】
　なお、請求項５のように、前記切替手段で定められた一方の撮影系により撮影された撮
影画像を記録する記録手段をさらに含むようにしてもよい。
　請求項５に記載の発明によれば、他方の撮影系による撮影画像は記録せずに、一方の撮
影系による撮影画像のみを記録するので、記録手段の記録容量を抑えることができる。
　また、記録手段に一方の撮影系による撮影画像を記録する際には、制御手段によって表
示制御された他方の撮影系による撮影画像を示す画像情報を確認しならが記録することが
できるので、一方の撮影系以外の撮影系による撮影画像を記録したい場合には、切替手段
の切り替えにより容易に他方の撮影系に変更して記録することができ、シャッターチャン
スを逃すことがなくなる。
　また、請求項６のように、前記第１の撮影系及び前記第２の副撮影系はそれぞれ画角の
異なる撮影系としてもよい。これは、例えば、ＣＣＤ撮像素子の大きさを異なるものを用
いたり、複数のＣＣＤ撮像素子のそれぞれに用いるレンズ系の画角を異なるものを用いる
ことによって実現可能である。
　このように画角の異なる撮影系を適用することによって、例えば、望遠の撮影系による
撮影画像を確認しながらの広角の撮影系による撮影を行うことが可能となる。
【００５２】
　なお、請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載の発明は、以下の発明とすることがで
きる。
【００５３】
　すなわち、第１の発明として、前記制御手段は、前記第１の焦点調整結果に基づいて、
焦点距離を所定範囲に特定し、前記第２の焦点調整手段による焦点調整を前記所定範囲の
み行うように制御することを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の複数
の撮影系を有するデジタルカメラ。
【００５４】
　第６の発明として、前記第１の焦点調整手段及び前記第２の焦点調整手段は、それぞれ
の光学系に含まれるフォーカスレンズを駆動する駆動手段と、それぞれの撮像素子より得
られる被写体像を表す画像データからコントラスト値を算出し、当該コントラスト値に基
づいて前記駆動手段を制御する焦点制御手段と、を含むことを特徴とする請求項１乃至請
求項３の何れか１項、又は上記第１の発明に記載の複数の撮影系を有するデジタルカメラ
。
【０１０７】
【発明の実施の形態】
（第１の実施の形態）
以下、図面を参照して本発明の第１の実施の形態の一例を詳細に説明する。
【０１０８】
図１（Ａ）、（Ｂ）に示すように、デジタルカメラ１０の本体１２は略箱型で、正面から
見て左側に、本体１２の把持を容易とするための突起（把持部）が形成された形状とされ
ている。本体１２の正面側中央にはレンズ１４が取り付けられた鏡筒１５が設けられてお
り、本体１２のレンズ１４上方には、低照度での撮影等の場合に補助光を発するためのス
トロボ１８、ユーザが撮影範囲等を目視で確認するための光学ファインダ１６が取り付け
られている。
【０１０９】
また、ストロボ１８の近傍の位置には、ストロボ発光時に被写体で反射して戻ってきたス
トロボ光の光量を検出するストロボ受光センサにストロボ光を導くためのストロボ受光窓
３８、及び内蔵されたＡＥセンサに光を導くためのＡＥ受光窓４０が備えられている。
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【０１１０】
本体１２の上面には、正面から見て右側に電源スイッチ２０が、左側（把持部に対応する
位置）にレリーズスイッチ２２が各々設けられており、本体１２の正面から見て右側面に
は、メモリカード（図示省略）を装填可能なスロット２４が設けられている。
【０１１１】
また、デジタルカメラ１０の右側面には、このデジタルカメラ１０に内蔵に設けられた内
蔵メモリやスロット２４に装填されるメモリカードに記憶された画像データを外部に送出
するためのＵＳＢ（Universal Serial Bus）ケーブルが接続されるＵＳＢ端子４２、及び
内蔵メモリやメモリカードに記憶された画像データを、携帯電話を使用して外部に送信に
おいて、携帯電話との接続時に使用される携帯電話用端子４４が備えられている。
【０１１２】
更に、携帯電話用端子４４の下方には、交流電源から電源を得るためのＡＣアダプタを接
続するＡＣアダプタ接続口２８が設けられており、交流電源をデジタルカメラ１０に供給
可能なように構成されている。
【０１１３】
また、図１（Ｂ）に示すように、本体１２の背面には、透過型液晶（半透過型液晶でもよ
い）からなるカラーディスプレイ２６が設けられており、ディスプレイ２６は、蛍光管や
ＬＥＤ等によって構成されるバックライトを備えた構成とされている。なお、ディスプレ
イ２６は光学ファインダ１６の機能も有する。
【０１１４】
本体１２の背面には、向かって右側に、選択（ＳＥＬＥＣＴ）スイッチ３４、メニュー（
ＭＥＮＵ）スイッチ３０、実行／画面切換（ＥＸ／ＶＩＥＷ　ＣＨＧ）スイッチ３２、及
びキャンセル（ＣＡＮＣＥＬ）スイッチ３６が設けられている。なお、選択スイッチ３４
は、メニュースイッチ３０を押下することによって表示されたメニュー画面等のモード等
を選択するためのスイッチであり、その実行は実行／画面切換スイッチ３２で行う。また
、キャンセルスイッチ３６は種々のモード等をキャンセルするためのスイッチである。
【０１１５】
さらに、本体１２の背面には、撮影モードを切り替える撮影モード切替スイッチ８２及び
テレ／ワイド切替スイッチ２５が設けられており、該撮影モード切替スイッチ８２を操作
することによって、静止画を撮影する静止画撮影モードと、動画を撮影する動画撮影モー
ドと、の切り替えを行い、テレ／ワイド切替スイッチ２５を操作することによって、望遠
（テレ）モードと、広角（ワイド）モードの切り替えを行うようになっている。なお、テ
レ／ワイド切替スイッチ２５は本発明の切替手段に相当する。
【０１１６】
ところで、本実施の形態に係わるデジタルカメラ１０の撮影系は、図２に示すように、そ
れぞれ大きさの異なる２つの撮像素子５０Ａ、５０Ｂを備えており、レンズ１４より入射
される被写体像は、分離手段としてのハーフミラー８６によって分離されてそれぞれ２つ
の撮像素子５０Ａ、５０Ｂに結像される。なお、大きい方の撮像素子５０Ａは、広角（ワ
イド）用とされ、小さい方の撮像素子５０Ｂは、望遠（テレ）用とされている。
【０１１７】
なお、２つの撮像素子５０Ａ、５０Ｂ、レンズ１４、及びハーフミラー８６は、本発明の
主撮影系及び副撮影系を含む撮影系に相当する。
【０１１８】
また、それぞれの撮像素子５０Ａ、５０Ｂによって撮影された被写体像は、例えば、図３
に示すように、ディスプレイ２６の画面上に合成してそれぞれ確認可能なように表示され
るようになっている。なお、図３では、大きい方の撮像素子５０Ａによって撮影された撮
影画像の中央部に、小さい方の撮像素子５０Ｂによって撮影された撮影画像が表示される
例を示す。この場合には、大きい方の撮像素子５０Ａによって撮影された撮影画像上に、
小さい方の撮像素子５０Ｂによって撮影された撮影画像が対応するように合成するように
してもよいし、小さい方の撮像素子５０Ｂによって撮影された撮影画像に対応する、大き



(7) JP 4198449 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

い方の撮像素子５０Ａによって撮影された撮影画像上の位置に、枠などを画像情報として
表示するようにしてもよい。
【０１１９】
図４にはデジタルカメラ１０の電気系の構成が示されている。
【０１２０】
本体１２の内部におけるレンズ１４の焦点位置に相当する位置には、エリアＣＣＤセンサ
等で構成される２つの撮像素子５０Ａ、５０Ｂが配置されており、上述したように、被写
体を反射してレンズ１４に入射された光はハーフミラー８６によって２つに分離されて、
それぞれ撮像素子５０Ａ、５０Ｂの受光面に結像される。
【０１２１】
撮像素子５０Ａ、５０Ｂは、受光面上にマトリクス状に配列された多数個の光電変換セル
の各々における受光量を表すアナログ信号を画像信号として出力する。撮像素子５０Ａ、
５０Ｂはそれぞれ駆動回路４６に接続されているタイミング信号発生部５２によって発生
されたタイミング信号に同期したタイミングで駆動されて画像信号を出力する。
【０１２２】
レンズ１４と撮像素子５０Ａ、５０Ｂとの間には絞り４８が配置されている。絞り４８は
連続的に変更可能な単一の絞りで構成してもよいし、絞り量が異なる複数の絞りを切り替
える構成としてもよい。
【０１２３】
タイミング信号発生部５２には、さらにストロボ１８の発光を制御するストロボ制御回路
５４も接続されており、ストロボ１８は低照度であることが検出された場合や、ユーザに
よって発光が指示された場合にタイミング信号発生部５２によって発生されたタイミング
信号に同期したタイミングで発光制御される。
【０１２４】
撮像素子５０の信号出力端には、サンプリング部５６、Ａ／Ｄ変換器５８、信号処理部６
０、メモリ６２、及び圧縮／伸張部６４が順に接続されており、それぞれシステムバス６
８に接続され、システムバス６８に接続されたシステム制御部７０によって統括的に制御
されるようになっている。
【０１２５】
サンプリング部５６では、撮像素子５０から出力された画像信号をタイミング信号発生部
５２によって発生されたタイミング信号に同期したタイミングでサンプリングすると共に
、増幅してＡ／Ｄ変換器５８へ出力する。サンプリング部５６は、図示しないＣＤＳ（Co
rrelated Double Sampling：相関二重サンプリング：以下ＣＤＳという）部を含んで構成
されている。ＣＤＳ部は、例えば、ＣＣＤ型の撮像素子を用いて、基本的にその素子によ
り生じる各種のノイズをタイミング信号発生部からのタイミング信号によりクランプする
クランプ回路と、タイミング信号によりアナログ電圧信号をホールドするサンプルホール
ド回路を有する。ＣＤＳ部は、ノイズ成分を除去してアナログの出力信号として画像信号
をＡ／Ｄ変換器５８に送る。サンプリング部５６から出力された画像信号は、Ａ／Ｄ変換
器５８によってデジタルの画像データに変換されて信号処理部６０へ入力される。信号処
理部６０では、入力された画像データに対して色補正・γ補正・Ｙ／Ｃ変換等の各種処理
を行う。信号処理部６０から出力された画像データは、ＲＡＭ等で構成されたメモリ６２
に一時記憶される。そして、圧縮／伸張部６４で圧縮されてから内蔵メモリ８４又はスロ
ット２４に装填されたメモリカード８０に記憶されるようになっている。なお、内蔵メモ
リ８４又はメモリカード８０は本発明の記録手段に相当する。
【０１２６】
ここで、図４では、省略するが、撮像素子５０Ｂの信号出力端には、撮像素子５０Ａの出
力端と同様に、サンプリング部、Ａ／Ｄ変換器、信号処理部が接続され、信号処理部によ
って上述の信号処理がなされて、同じくメモリ６２に一時記憶されて、圧縮／伸張部６４
で圧縮されてから内蔵メモリ８４又はスロット２４に装填されたメモリカード８０に記憶
されるようになっている。
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【０１２７】
また、システムバス６８には、ディスプレイ２６を駆動するディスプレイドライバ２７も
接続され、撮影によって得られる画像データに基づく画像の表示が可能とされており、デ
ィスプレイドライバ２７によって様々な表示態様が表示されるように表示制御される。例
えば、図３に示すように、ワイド用撮像素子５０Ａの撮影による撮影画像を全面に表示し
て、略中央部にテレ用撮像素子５０Ｂの撮影による撮影画像を表示するような態様（この
場合には、それぞれの撮影画像を合成するようにしてもよいし、ワイド撮影画像上のテレ
撮影画像に対応する位置に枠等を表示するようにしてもよい）にしてもよいし、図５に示
すように、一方の撮像素子による撮影画像を全面に表示して、他方の撮像素子による撮影
画像を角に小さく表示するような態様としてもよい。なお、図５では、テレ用撮像素子５
０Ｂによる撮影画像を全面に表示し、ワイド用撮像素子５０Ａによる撮影画像を角に小さ
く表示した例を示す。
【０１２８】
　なお、ディスプレイドライバ２７及びディスプレイ２６は本発明の制御手段に相当する
。
【０１２９】
さらに、システムバス６８には、上述のＵＳＢ端子４２、携帯電話用端子４４、及びレリ
ーズスイッチ２２とテレ／ワイド切替スイッチ２５を含む各種操作スイッチ（メニュース
イッチ３０、実行／画面切換スイッチ３２、選択スイッチ３４、キャンセルスイッチ３６
、撮影モード切換スイッチ８２等）７４が接続された入出力インターフェース（Ｉ／Ｆ）
７６が接続されており、各種操作スイッチ７４の操作に応じた制御がなされるようになっ
ている。
【０１３０】
すなわち、レリーズスイッチ２２が操作された等により、内蔵メモリ８４又はスロット２
４に装填されたメモリカードへの画像データの格納が指示された場合、システム制御部７
０はメモリ６２に一時記憶されている画像データを読み出して圧縮／伸張部６４へ転送す
る。これにより、画像データは圧縮／伸張部６４で圧縮された後に内蔵メモリ８４又はメ
モリカード８０に格納される。なお、撮影する際のモードによって画像デーがが圧縮され
ることなく内蔵メモリ８４又はメモリカード８０に格納される場合もある。
【０１３１】
また、内蔵メモリ８４又はスロット２４に装填されたメモリカード８０に格納されている
画像データが表す画像の再生（表示）が指示された場合には、内蔵メモリ８４又はスロッ
ト２４に装填されたメモリカード８０から画像データが読み出され、読み出された画像デ
ータが圧縮／伸張部６４で伸張（解凍）された後、メモリ６２に一時記憶される。そして
、メモリ６２に一時記憶された画像データを用いてディスプレイ２６への画像の表示（再
生）が行われる。
【０１３２】
なお、内蔵メモリ８４又はメモリカード８０には、テレ／ワイド切替スイッチ２５の操作
に応じて、撮像素子５０Ａ、５０Ｂによって撮影された画像がそれぞれ選択的に記録され
る。
【０１３３】
続いて、上述のように構成されたデジタルカメラ１０の作用として、静止画撮影時の処理
について、図６のフローチャートを参照して説明する。なお、静止画撮影は、撮影モード
切替スイッチ８２を静止画撮影モードに切り切り替えることによって開始される。
【０１３４】
ステップ１００では、テレモードか否か判定される。該判定は、テレ／ワイド切替スイッ
チ２５がテレ撮影に切り替えられているか否かを判定することによって行われる。
【０１３５】
ステップ１００の判定が肯定された場合には、ステップ１０２へ移行して、２つの撮像素
子５０Ａ、５０Ｂからの画像データが表す画像をディスプレイ２６に表示すると共に、テ
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レ用撮像素子５０Ｂからの画像データが表す画像を強調表示する。例えば、図３において
、ディスプレイドライバ２７によるディスプレイ２６の駆動により、ワイド用撮像素子５
０Ａからの画像データが表す画像を表示すると共に、その略中央部にテレ用撮像素子５０
Ｂからの画像データが表す画像を表示して、テレ用撮像素子５０Ｂからの画像データが表
す画像の額縁部分を強調する表示にしたり、ワイド用撮像素子５０Ａからの画像データが
表す画像にシェードを施して表示したりする。あるいは、図５に示すように、テレ用撮像
素子５０Ｂからの画像データが表す画像をディスプレイ２６画面全面に表示し、ワイド用
撮像素子５０Ａからの画像データが表す画像を角に小さく表示したりする。なお、図３の
ように、ワイド用撮像素子５０Ａの撮影画像の略中央部にテレ用撮像素子５０Ｂの撮影画
像を表示する場合には、テレ用撮像素子５０Ｂの撮影画像そのものは表示せずに、ワイド
用撮像素子５０Ａの撮像画像上のテレ用撮像素子５０Ｂの撮像画像に相当する位置に枠な
どの画像情報のみを表示してもよい。
【０１３６】
すなわち、記録画像（一方の撮像素子による撮影画像）と記録してない方の画像（他方の
撮像素子による撮影画像）とが共に表示されるので、記録画像を確認することができると
共に、記録してない方の画像についても補助的に確認することができる。
【０１３７】
ステップ１０４では、レリーズスイッチ２２がオンされたか否か判定される。該判定が否
定された場合には、ステップ１００へ戻って上述の処理が繰り返される。
【０１３８】
ステップ１０４の判定が肯定された場合には、ステップ１０６へ移行して、テレ用撮像素
子５０Ｂからの画像データを記録する。すなわち、テレ用撮像素子５０Ｂからの画像デー
タをメモリ６２に一時記憶する。そして、システム制御部７０がメモリ６２に一時記憶さ
れている画像データを読み出して圧縮／伸張部６４へ転送する。これにより、画像データ
は圧縮／伸張部６４で圧縮された後に内蔵メモリ８４又はメモリカード８０に格納される
。
【０１３９】
一方、ステップ１００の判定が否定、すなわち、テレ／ワイド切替スイッチ２５がワイド
モードに切り替えられている場合には、ステップ１０８へ移行する。
【０１４０】
ステップ１０８では、２つの撮像素子５０Ａ、５０Ｂからの画像データが表す画像をディ
スプレイ２６に表示すると共に、ワイド用撮像素子５０Ａからの画像データが表す画像を
強調表示する。例えば、図３において、ディスプレイドライバ２７によるディスプレイ２
６の駆動により、ワイド用撮像素子５０Ａからの画像データが表す画像を表示すると共に
、その略中央部にテレ用撮像素子５０Ｂからの画像データが表す画像を表示して、ワイド
用撮像素子５０Ａからの画像データが表す画像の額縁部分を強調する表示にしたり、テレ
用撮像素子５０Ｂからの画像データが表す画像に相当する枠を視認し難いように（点線や
細線等の枠）表示したりする。あるいは、図５とは逆に、ワイド用撮像素子５０Ａからの
画像データが表す画像をディスプレイ２６画面全面に表示し、テレ用撮像素子５０Ｂから
の画像データが表す画像を角に小さく表示する。なお、図３のように、ワイド用撮像素子
５０Ａの撮影画像の略中央部にテレ用撮像素子５０Ｂの撮影画像を表示する場合には、テ
レ用撮像素子５０Ｂの撮影画像そのものは表示せずに、ワイド用撮像素子５０Ａの撮像画
像上のテレ用撮像素子５０Ｂの撮像画像に相当する位置に枠などの画像情報のみを表示し
て、枠の表示を目立たない表示（例えば、点線や細線等）にするようにしてもよい。
【０１４１】
すなわち、記録画像（一方の撮像素子による撮影画像）と記録してない方の画像（他方の
撮像素子による撮影画像）とが共に表示されるので、記録画像を確認することができると
共に、記録してない方の画像についても補助的に確認することができる。
【０１４２】
ステップ１１０では、レリーズスイッチ２２がオンされたか否か判定される。該判定が否
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定された場合には、ステップ１００へ戻って上述の処理が繰り返される。
【０１４３】
ステップ１１０の判定が肯定された場合には、ステップ１１２へ移行して、ワイド用撮像
素子５０Ａからの画像データを記録する。すなわち、ワイド用撮像素子５０Ａからの画像
データをメモリ６２に一時記憶する。そして、システム制御部７０がメモリ６２に一時記
憶されている画像データを読み出して圧縮／伸張部６４へ転送する。これにより、画像デ
ータは圧縮／伸張部６４で圧縮された後に内蔵メモリ８４又はメモリカード８０に格納さ
れる。
【０１４４】
そして、ステップ１０８又はステップ１１２で画像データの記録が行われるとステップ１
１４へ移行して、撮影終了か否か判定される。該判定は、電源スイッチ２０がオフされた
か否か、各種操作スイッチ７４が操作されて再生モードが指示されたか否か等を判定する
ことによって行われ、該判定が否定された場合には、ステップ１００に戻って上述の処理
が繰り返され、ステップ１１４の判定が肯定されると撮影処理が終了される。
【０１４５】
このように、本実施の形態に係わるデジタルカメラ１０では、テレ用撮像素子５０Ｂから
の画像データが表す画像とワイド用撮像素子５０Ａからの画像データが表す画像をディス
プレイ２６に同時に表示するようにしたので、周囲の状況に応じてテレ／ワイド切替スイ
ッチ２５を操作して、撮影を行うことによって、周囲の状況を捉えながら撮影を行うこと
ができる。すなわち、テレ／ワイド切替スイッチ３５の切り替えによって主となる撮像素
子の切り替えが行われ、当該主となる撮像素子による撮影画像が記録されるが、このとき
、主となる撮像素子以外の撮像素子による撮影画像についてもディスプレイ２６に表示さ
れるので、周囲の状況を捉えながらの撮影が可能である。従って、シャッターチャンスを
逃すのを防止することができる。
【０１４６】
なお、図６では、静止画撮影時の撮影処理について説明したが、動画撮影時についても同
様に、テレ用撮像素子５０Ｂからの画像データが表す画像とワイド用撮像素子５０Ａから
の画像データが表す画像をディスプレイ２６に同時に表示する。
【０１４７】
また、上記の実施の形態では、撮影時に、２つの撮像素子５０Ａ、５０Ｂによる撮影画像
を表示するようにしたが、図７に示すように、液晶等の表示装置９２及びレンズ９４等で
構成される電子ファインダー９０に、上述のディスプレイ２６に表示するような画像を表
示するようにしてもよい。
【０１４８】
続いて、上記の実施の形態に係わるデジタルカメラ１０の第１の変形例のデジタルカメラ
について説明する。上記の実施の形態では、２つの撮影系を、１つの光学系（レンズ１４
）による入射光をハーフミラー８６によって分離して２つのそれぞれ異なる大きさの撮像
素子５０Ａ、５０Ｂに被写体像を結像するように構成したが、第１の変形例では、図８に
示すように、テレ用レンズ１４Ｂとして望遠レンズ、ワイド用レンズ１４Ａとして広角レ
ンズを備え、それぞれのレンズに対応して、２つの撮像素子５１Ａ、５１Ｂを設けて、２
つの撮影系をそれぞれ独立に構成している。なお、２つの撮像素子５１Ａ、５１Ｂは、同
一サイズでもよいし、異なるサイズのものを用いてもよい。また、テレ用レンズ１４Ｂは
、ズームレンズ（焦点距離可変レンズ）を用いるようにしてもよい。
【０１４９】
このように、２つの撮影系をそれぞれ全く独立に構成しても上記の実施の形態と同様の効
果を得ることができる。
【０１５０】
さらに、上記の実施の形態に係わるデジタルカメラ１０の第２の変形例のデジタルカメラ
について説明する。上記の実施の形態では、１つのディスプレイ２６に２つの撮像素子５
０Ａ、５０Ｂによる撮影画像を表示するようにしたので、表示画像の合成が必要となると
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共に、２つの画像が重なっている部分において一方の画像を見ることができない。そこで
、第２の変形例では、図９、１０に示すように、大小２つのディスプレイ２６Ａ、２６Ｂ
を備えて、それぞれを表示する。このように、２つのディスプレイ２６Ａ、２６Ｂに２つ
の撮像素子による撮影画像を表示するようにすることにより、表示画像の合成等の処理を
省くことができると共に、双方の全画像を見ることができるようになる。
【０１５１】
この時、テレ／ワイド切替スイッチ２５に応じて、すなわち、記録している画像に応じて
、大小のディスプレイ２６Ａ、２６Ｂに表示する画像を切り替えるようにしてもよい。す
なわち、図４のディスプレイドライバ２７及びディスプレイ２６の代わりに、図１１に示
すように、複数（図１１では２つ）のディスプレイ２６Ａ、２６Ｂを設けると共に、それ
ぞれ対応してディスプレイドライバ２７Ａ、２７Ｂを設け、システムバス６８に接続され
た切替手段９８によって表示する画像（テレ用撮像素子５０Ｂによる撮影画像とワイド用
撮像素子５０Ａによる撮影画像）を切替える。例えば、テレ用の撮像素子５０Ｂの撮影画
像を記録する場合（テレ／ワイド切替スイッチ２５によってテレモードに切換えられた場
合）には、図１０に示すように、大きい方のディスプレイ２６Ａにテレ用撮像素子５０Ｂ
の撮影画像を表示し、小さい方のディスプレイ２６Ｂにワイド用の撮像素子５０Ａの撮影
画像を表示するように切替手段９８によって切替え制御する。また、ワイド用撮像素子５
０Ａの撮影画像を記録する場合（テレ／ワイド切替スイッチ２５によってワイドモードに
切換えられた場合）には、逆に大きい方のディスプレイ２６Ａにワイド用撮像素子５０Ａ
の撮影画像を表示し、小さい方のディスプレイ２６Ｂにテレ用撮像素子５０Ｂの撮影画像
を表示するように切替手段９８によって切替え制御する。なお、その他の構成については
上記の実施の形態と同一であるため説明を省略する。
【０１５２】
このように大小２つのディスプレイ２６Ａ、２６Ｂを備えることにより、上記の実施の形
態と同様に、記録画像の確認と共に、補助的に記録してない方の撮影系による撮影画像の
確認を行うことができる。
【０１５３】
なお、このように複数のディスプレイを備える場合には、例えば小さい方のディスプレイ
２６Ｂには、撮影画像以外のメニュー表示等の情報を表示するようにしてもよい。
【０１５４】
また、第１の変形例と第２の変形例を組み合わせて、２つの独立した撮影系と２つのディ
スプレイ２６Ａ、２６Ｂを備えたデジタルカメラとしてもよい。
【０１５５】
次に、上記の実施の形態に係わるデジタルカメラ１０の第３の変形例のデジタルカメラに
ついて説明する。上記の実施の形態では、テレ用撮像素子５０Ｂによる撮影画像と、ワイ
ド用撮像素子５０Ａによる撮影画像とを１つのディスプレイ２６にそれぞれ全面が表示さ
れるようにしたが、第３の変形例のデジタルカメラでは、テレ用撮像素子５０Ｂによる撮
影画像を表示すると共に、ワイド用撮像素子５０Ｂによる撮影画像については、所定領域
のみを表示する。例えば、図１２に示すように、テレ用撮像素子５０Ｂによる撮影画像を
ディスプレイ２６の上側の領域に表示し、ワイド用撮像素子５０Ａによる撮影画像の所定
領域９６のみを切り出してディスプレイ２６の下側に表示するようにしてもよい。なお、
このような表示の切換は、例えば、各種操作スイッチ７４のメニュースイッチ３０、選択
スイッチ３４、実行／画面切換スイッチ３２、キャンセルスイッチ３６等を操作して表示
の切り換えを行うことによって実現可能であり、ディスプレイドライバ２７によって表示
制御することができる。
【０１５６】
例えば、図１２に示すように、競馬の撮影などを行う場合には、ワイド用撮像素子５０Ａ
による撮影画像は帯状の所定領域９６のみをディスプレイ２６に表示すればいいので、当
該所定領域９６のみを各種操作スイッチ７４を操作することによって指定して、当該所定
領域９６を画面の下側に表示するように指示することにより、ワイド用撮像素子５０Ａに



(12) JP 4198449 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

よる撮影画像の略全体を把握することが可能である。また、このように、ワイド用撮像素
子５０Ａによる撮影画像の所定領域９６のみを表示することにより、狭い表示面積で必要
な情報を有効に表示することが可能となる。
【０１５７】
なお、上記の実施の形態では、２つの撮影系を備えるようにしたが、これに限るものでは
なく、例えば、３つや４つの撮影系を備えて、ディスプレイ２６に同時に撮影画像を表示
するようにしてもよいし、この時、ディスプレイ２６は撮影系に対応した数の表示画面を
設けるようにしてもよい。
【０１５８】
（第２の実施の形態）
次に、本発明の第２の実施の形態の一例を詳細に説明する。
【０１５９】
図１３には本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラのブロック図を示す。このデジタ
ルカメラ２１０は、それぞれ独立した２つの撮影系（第１の撮影系２１２Ａ及び第２の撮
影系２１２Ｂ）を有しており、それぞれ撮影光学系２１４Ａ、２１４Ｂを介してＣＣＤ２
１８Ａ、２１８Ｂの受光面に被写体像を結像するようになっている。
【０１６０】
なお、ＣＣＤ２１８Ａは本発明の第１の撮像素子、ＣＣＤ２１８Ｂは本発明の第２の撮像
素子、撮像光学系２１４Ａは本発明の第１の光学系、撮像光学系２１４Ｂは本発明の第２
の光学系にそれぞれ相当する。
【０１６１】
２つの撮像系はそれぞれ、通常モード撮影時に使用する第１の撮影系２１２Ａと、望遠モ
ード撮影時に使用する第２の撮影系２１２Ｂと、で構成されている。
【０１６２】
それぞれの撮影光学系２１４Ａ、２１４Ｂは撮影レンズ２１６Ａ、２１６Ｂ及び絞り２１
７を含んで構成されており、撮影レンズ２１６Ａは、単焦点レンズで構成されており、撮
影レンズ２１６Ｂはズームレンズ（焦点距離可変レンズ）で構成されている。
【０１６３】
それぞれの撮影光学系２１４Ａ、２１４Ｂを介してＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂの受光面に
結像された被写体像は、各センサで入射光量に応じた量の信号電荷に変換される。このよ
うして蓄積された信号電荷は、ＣＣＤ駆動回路２２０Ａ、２２０Ｂから加えられるＣＣＤ
駆動パルスによって読み出され、信号電荷に応じた電圧信号（アナログ画像信号）として
順次ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂから出力される。
【０１６４】
ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂには、シャッターゲートを介してシャッタードレインが設けら
れており、シャッターゲートをシャッターゲートパルスによって駆動することにより、蓄
積した信号電荷をシャッタードレインに掃き出すことができる。すなわち、ＣＣＤ２１８
は、シャッターゲートパルスによって各センサに蓄積される電荷の蓄積時間（シャッター
スピード）を制御する、いわゆる電子シャッター機能を有している。
【０１６５】
それぞれのＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂから読み出された信号は、ＣＤＳ回路２２２Ａ、２
２２Ｂにおいて相関二重サンプリング（ＣＤＳ）処理されると共に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色信
号に色分離処理され、各色信号の信号レベルの調整（プリホワイトバランス処理）が行わ
れる。
【０１６６】
これら所定のアナログ信号処理を経た画像信号は、Ａ／Ｄ変換器２２４Ａ、２２４Ｂに加
えられ、該Ａ／Ｄ変換器２２４Ａ、２２４ＢによりＲ、Ｇ、Ｂのデジタル信号に変換され
た後、メモリ２２６Ａ、２２６Ｂに格納される。なお、メモリ２２６Ａ、２２６Ｂは１つ
のメモリでもよいし、それぞれ撮影系毎に別々のメモリとしてもよい。
【０１６７】
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タイミング信号発生回路（ＴＧ）２２８は、ＣＰＵ２３０からのコマンドに応じてＣＣＤ
駆動回路２２０Ａ、２２０Ｂ、ＣＤＳ回路２２２Ａ、２２２Ｂ、及びＡ／Ｄ変換器２２４
Ａ、２２４Ｂに対して適宜のタイミング信号を与えており、各回路はタイミング信号発生
回路２２８から加えられるタイミング信号により同期して駆動されるようになっている。
【０１６８】
ＣＰＵ２３０は、デジタルカメラ２１０の各回路を統括制御する制御部（制御手段）であ
り、バス２３２を介してゲイン調整回路２３４、ガンマ補正回路２３６、輝度・色差信号
処理回路（ＹＣ処理回路という。）２３８、圧縮伸張回路２４０、メモリカード２４２の
カードインターフェース２４４、及び表示部２４６を駆動する表示用ドライバ２４８等と
接続されている。
【０１６９】
ＣＰＵ２３０は操作部２５０からの入力信号に基づいて対応する回路ブロック制御すると
共に、撮影レンズ２１６Ｂのズーミング動作や撮影レンズ２１６Ａ、２１６Ｂの自動焦点
調整（ＡＦ）動作の制御、並びに自動露出調整（ＡＥ）の制御等を行う。
【０１７０】
操作部２５０には、画像の記録開始の指示を与えるレリーズボタン、カメラのモード選択
手段、ズーム操作手段その他の各種の入力手段が含まれる。これら入力手段は、スイッチ
ボタン、ダイヤル、スライド式ツマミなど種々の形態があり、タッチパネルや液晶モニタ
表示部の画面上において設定メニューや選択項目を表示してカーソルで所望の項目を選択
する態様もある。例えば、操作部２５０の操作によって、第１の撮影系による通常モード
と、第２の撮影系による望遠モードとを選択することができる。操作部２５０はカメラ本
体に配設されていてもよいし、リモコン送信機としてカメラ本体と分離した構成にするこ
とも可能である。
【０１７１】
ＣＰＵ２３０は、ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂから出力される画像信号に基づいて、焦点評
価演算やＡＥ演算などの各種演算を行い、その演算に基づいて、撮影レンズ２１６Ａ、２
１６Ｂ及び絞り２１７の駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂを制御する。すなわち、モータ２５
４Ａ、２５４Ｂを駆動することによってフォーカスレンズを合焦位置に移動させると共に
、絞り２１７を適正絞り値に設定する。モータ２５４Ａ、２５４Ｂはステッピングモータ
からなり、ステップ数を制御することによってフォーカスレンズ位置が制御される。なお
、モータ２５４Ａ、２５４Ｂはステッピングモータに限るものではなく、例えば、ＤＣモ
ータ等を用いることも可能である。
【０１７２】
ＡＦ制御は、Ｇ信号の高周波成分が最大になるようにフォーカスレンズを移動させるコン
トラストＡＦ方式が採用される。すなわち、駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂを介してモータ
２５４Ａ、２５４Ｂを駆動することによりフォーカスレンズを移動させて、コントラスト
値が最大となる位置にフォーカスレンズを位置させる。ＡＥ制御には、１フレームのＲ、
Ｇ、Ｂ信号を積算した積算値に基づいて被写体輝度（撮影ＥＶ）を求め、この撮影ＥＶに
基づいて絞り値とシャッタースピードを決定し、駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂを介して絞
り２１７を駆動すると共に、決定したシャッタースピードとなるように電子シャッタによ
ってＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂの電荷の蓄積時間を制御する。従って、デジタルカメラ２
１０の撮影レンズ２１６Ａ、２１６Ｂを被写体に向けるだけで、最適な露出調整が行われ
ると共に、ピント合わせが自動的に行われる。
【０１７３】
撮影記録時においては、レリーズボタンの「半押し」時に上述したＡＦ動作を行うと共に
、測光動作を複数回繰り返して正確な撮影ＥＶを求め、この撮影ＥＶに基づいて撮影時の
絞り値とシャッタスピードを最終的に決定する。そして、レリーズボタンの「全押し」時
に前記最終的に決定した絞り値になるように絞り２１７を駆動し、また、決定したシャッ
タスピードとなるように電子シャッタによって電荷の蓄積時間を制御する。なお、ＡＥは
ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂから取得される画像信号に基づいて制御する方法の他、周知の
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測光センサ等を用いてもよい。
また、このデジタルカメラ２１０はストロボ発光装置５５と、調光用の受光素子２５６を
有し、操作部２５０に含まれるストロボモード設定ボタンの操作に応じて、低輝度時にス
トロボ発光装置５５を自動的に発光させる「低輝度自動発光モード」、被写体輝度にかか
わらずストロボ発光装置５５を発光させる「強制発光モード」、又はストロボ発光装置５
５の発光を禁止させる「発光禁止モード」等に設定される。
【０１７４】
ＣＰＵ２３０はユーザが選択したストロボモードに応じて、ストロボ発光装置５５のメイ
ンコンデンサの充電制御や、発光管（例えば、キセノン管等）への放電（発光）タイミン
グを制御すると共に、受光素子２５６からの測定結果に基づいて発光停止の制御を行う。
受光素子２５６はストロボの発光によって照らされる被写体からの反射光を受光し、受光
量に応じた電気信号に変換する。受光素子２５６の信号は図示しない積分回路により積算
され、積算受光量が所定の適正受光量に達した時にストロボ発光装置５５の発光が停止さ
れる。
【０１７５】
Ａ／Ｄ変換器２２４Ａ、２２４Ｂから出力されたデータは前記メモリ２２６Ａ、２２６Ｂ
に格納されると共に、積算回路２６０Ａ、２６０Ｂに加えられる。積算回路２６０Ａ、２
６０Ｂは、撮影画面を複数のブロック（例えば、８×８の６４個のブロック）に分割し、
各ブロック毎に受入したＧ信号の積算演算を行う。なお、Ｒ、Ｇ、Ｂのデータから輝度信
号（Ｙ信号）を生成して、輝度信号の積算演算を行ってもよい。また、積算回路２６０Ａ
、２６０ＢはＡＦ演算回路やＡＥ演算回路で兼用することもできる。積算回路２６０Ａ、
２６０Ｂで得られた積算値の情報（演算結果）はＣＰＵ２６０に入力される。
【０１７６】
ＣＰＵ２３０は積算回路２６０Ａ、２６０Ｂから受入する情報に基づき、撮影画面の評価
値Ｅを算出し、求めた評価値Ｅを用いてゲイン調整回路２３４におけるゲイン値（増幅率
）を決定する。ＣＰＵ２３０は決定したゲイン値に従ってゲイン調整回路２３４における
ゲイン量を制御する。
【０１７７】
メモリ２２６Ａ、２２６Ｂに記憶されたＲ、Ｇ、Ｂの画像データはゲイン調整回路２３４
に送られ、ここで増幅処理される。増幅処理された画像データは、ガンマ補正回路２３６
において、ガンマ補正処理が施された後、ＹＣ処理回路２３８へ送られ、ＲＧＢデータか
ら輝度信号（Ｙ信号）及び色差信号（Ｃｒ、Ｃｂ信号）に変換される。
【０１７８】
ＹＣ処理回路２３８において生成された輝度・色差信号（ＹＣ信号と略記する）は、メモ
リ２２６Ａ、２２６Ｂに書き戻される。メモリ２２６Ａ、２２６Ｂに記憶されたＹＣ信号
は表示用ドライバ２４８に供給され、所定方式の信号（例えば、ＮＴＳＣ方式のカラー複
合映像信号）に変換されて表示部２４６に出力される。表示部２４６には液晶ディスプレ
イその他のカラー表示可能な表示装置が用いられる。なお、表示部２４６はＹＣ信号入力
対応のタイプのものを適用してもよいし、ＲＧＢ信号入力タイプのものを適用してもよく
、表示装置に対応したドライバが適用される。
【０１７９】
ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂから出力される画像信号によって画像データが定期的に書き換
えられ、その画像データから生成される映像信号が表示部２４６に供給されることにより
、ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂが捉える画像がリアルタイムに動画像（ライブ画像）として
、又はリアルタイムではないが、ほぼ連続した画像として表示部２４６に表示される。
【０１８０】
表示部２４６は電子ビューファインダとして利用でき、撮影者は表示部２４６の表示画像
又は図示しない電子ビューファインダによって撮影画角を確認することができる。レリー
ズボタンの押下操作など所定の記録指示（撮影開始指示）操作に呼応して、記録用画像デ
ータの取り込みが開始される。
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【０１８１】
撮影者が操作部２５０から撮影記録の指示を入力すると、ＣＰＵ２３０は必要に応じて圧
縮伸張回路２４０にコマンドを送り、これにより圧縮伸張回路２４０はメモリ２２６Ａ、
２２６Ｂ上のＹＣデータをＪＰＥＧその他の所定の形式に従って圧縮する。圧縮された画
像データはカードインターフェース２４４を介してメモリカード２４２に記録される。
【０１８２】
非圧縮の画像データを記録するモード（非圧縮モード）が選択されている場合には、前記
圧縮伸張回路２４０による圧縮処理を実施せずに、非圧縮のまま画像データがメモリカー
ド２４２に記録される。
【０１８３】
本実施の形態に係わるデジタルカメラ２１０は、画像データを保存する手段としてメモリ
カード２４２が用いられている。具体的には、例えばスマートメディア等の記録メディア
が適用される。記録メディアの形態は、上記のものに限らず、ＰＣカード、マイクロドラ
イブ、マルチメディアカード（ＭＭＣ）、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、
メモリスティックなど種々の形態が可能であり、使用される媒体に応じた信号処理手段と
インターフェースが適用される。
【０１８４】
また、再生モード時にはメモリカード２４２から読み出された画像データが圧縮伸張回路
２４０によって伸張処理され、ドライバ２４８を介して表示部２４６に出力される。
【０１８５】
次に本実施の形態に係わるデジタルカメラ２１０におけるＡＦ制御について説明する。
【０１８６】
ＡＦ制御は上述したように、コントラストＡＦ方式が採用され、レリーズボタンが「半押
し」状態の時に、駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂを介してモータ２５４Ａ、２５４Ｂを駆動
することによりフォーカスレンズを移動させて、コントラストが最大となる位置にフォー
カスレンズを位置させる。
【０１８７】
コントラスト値Ｃｔの算出は、積算回路２６０Ａ、２６０Ｂにおいて撮影画面を８×８ブ
ロックに分割し、ＣＰＵ２３０によって積算回路２６０Ａ、２６０Ｂからの情報に基づい
て各ブロックＢｉ（ｉ＝０、１、２・・・、６３）毎に、画像信号におけるＧ（緑）信号
の積算値Ｓｉを算出する。ここで、図１４、図１５に示すように、各ブロックにはそれぞ
れ重み係数Ｗｉ（ｉ＝０、１、２・・・、６３）を定め、重み係数Ｗｉは画面中央部分が
相対的に大きい値に定め、中心から遠ざかるについれて小さい値に設定する。主要な被写
体は画面の中央付近に配置される場合が多いため、図１５に示すような重み係数の分布に
設定しておくことで、画面中央部分の被写体の状態を十分に反映させた評価が可能となる
。
【０１８８】
各ブロック毎の積算値Ｓｉの算出が終了すると、重み係数Ｗｉを用いて、次式（１）に従
って評価値Ｅを算出する。
【０１８９】
【数１】

【０１９０】
すなわち、評価値Ｅは、各ブロックＢｉ毎の積算値Ｓｉと重み係数Ｗｉの乗算値（Ｓｉ×
Ｗｉ）を全てのブロックｉ＝０～６３について加算し、その加算を重み係数Ｗｉの総和で
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除算する（加重平均を算出する）ことによって求められる。
【０１９１】
そして、撮像画像の明るさの平均値及び最大値を算出する。撮像画像のコントラストの傾
向の値（以下、コントラスト値Ｃｔという。）は、撮像画像の明るさに対する変動率に相
当する。本実施の形態では、次の（２）式に示す、撮像画像に含まれる明るさの最大値と
、撮像画像の明るさの平均値との比をコントラスト値に採用する。
【０１９２】
Ｃｔ＝Ｃａｖｅ／Ｃｍａｘ　・・・（２）
但し、Ｃｍａｘは、撮像画像に含まれる明るさの最大値、Ｃａｖｅは、撮像画像の明るさ
の平均値を示す。
【０１９３】
なお、明るさの平均値に代えて明るさの最小値や予め定めた関数により求まる平均的なレ
ベル又は低レベルの明るさを表す既定値でもよい。本実施の形態では、ブロックｉ＝０～
６３についての画像信号におけるＧ（緑）信号の積算値Ｓｉを用いてコントラスト値Ｃｔ
を算出する。この場合、主要な画像（主要被写体の画像）が撮像画像の中央部付近に分布
することが多いことなどから、撮像画像の中央部のブロックについて明るさの最大値、及
び平均値を求めることが好ましい。
【０１９４】
なお、ＣＤＳ回路２２２Ａ、Ａ／Ｄ２２４Ａ、メモリ２２６Ａ、積算回路２６０Ａ、タイ
ミング信号発生回路２２８、ＣＣＤ駆動回路２２０Ａ、駆動回路２５２Ａ、及びモータ２
５４Ａは、本発明の第１の焦点調整手段に相当し、ＣＤＳ回路２２２Ｂ、Ａ／Ｄ２２４Ｂ
、メモリ２２６Ｂ、積算回路２６０Ｂ、タイミング信号発生回路２２８、ＣＣＤ駆動回路
２２０Ｂ、駆動回路２５２Ｂ、及びモータ２５４Ｂは、本発明の第２の焦点調整手段に相
当する。
【０１９５】
次に、上述のように算出されるコントラスト値Ｃｔを用いて行われるＡＦ制御について図
１６のフローチャートを参照して説明する。
【０１９６】
ステップ３００では、レリーズボタンが半押しされた否か判定される。該判定が否定され
た場合にはそのままリターンして、否定され肯定されるまで待機し、判定が肯定されると
ステップ３０２へ移行する。
【０１９７】
ステップ３０２では、現在の撮影モードが望遠モードか否か判定される。該判定は、操作
部２５０によって望遠モードがモード選択されているか否かを判定することによってなさ
れ、該判定が肯定された場合には、ステップ３０４へ移行する。
【０１９８】
ステップ３０４では、第１の撮影系によるＡＦラフサーチが行われる。すなわち、第１の
撮影系２１２Ａのモータ２５４Ａをステップ駆動してフォーカスレンズを移動させ、フォ
ーカスレンズの各位置におけるコントラスト値Ｃｔを算出する。
【０１９９】
第１の撮影系２１２Ａにおけるフォーカスレンズの各位置の算出されたコントラスト値Ｃ
ｔに基づいてコントラスト値の最大値となる焦点距離を特定し、当該焦点距離を含む所定
範囲を特定する。なお、所定範囲は、続く詳細サーチでサーチする範囲であり、所定範囲
の大きさは第２の撮影系２１２Ｂのズームレンズ倍率に応じて設定する。
【０２００】
次に、ステップ３０６では、上記ＡＦラフサーチによって特定された所定範囲のサーチ開
始位置となるように、第２の撮影系のモータ２５４Ｂをステップ駆動して第２の撮影系の
フォーカスレンズが移動される。
【０２０１】
続いて、ステップ３０８では、第２の撮影系によるＡＦ詳細サーチが行われる。すなわち



(17) JP 4198449 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

、ステップ３０６で移動されたフォーカスレンズ位置から第２の撮影系のモータ２５４Ｂ
をステップ駆動してフォーカスレンズを移動させ、ＡＦラフサーチ同様に、フォーカスレ
ンズの各位置におけるコントラスト値Ｃｔを算出する。そして、算出されたコントラスト
値Ｃｔの最大値となるフォーカスレンズ位置を焦点位置とし、当該位置に第２の撮影系の
フォーカスレンズを移動させることによって焦点調整がなされる。なお、ＡＦ詳細サーチ
は、第１の撮影系２１２Ａによって決定された焦点距離範囲のみを行う。
【０２０２】
すなわち、本実施の形態に係わるデジタルカメラ２１０では、第１の撮像系２１２Ａより
も焦点深度が短く設定された第２の撮影系２１２Ｂで撮影する際には、第１の撮影系２１
２ＡによるＡＦラフサーチを行うことによって、大まかな焦点位置範囲を決定し、当該決
定した焦点位置範囲を、第１の撮影系２１２Ａよりも焦点深度が短く設定された第２の撮
影系２１２ＢでＡＦ詳細サーチすることにより、焦点位置を決定している。一般的に焦点
深度が短く設定されたズームレンズ等のＡＦ制御では、モータを数ステップずつ駆動して
ＡＦラフサーチを行った後に、ＡＦ詳細サーチを行うが、ＡＦラフサーチ時には焦点深度
が短い分フォーカスレンズの移動量が多くなり時間がかかる。しかしながら、本実施の形
態では、上述したように、焦点深度が短く設定された第２の撮像系２１２Ｂよりも長い焦
点深度（単焦点レンズを用いた）の第１の撮影系２１２ＡによってＡＦラフサーチを行う
ので、ＡＦラフサーチ時に移動するフォーカスレンズの移動量が上記の場合と比較して少
なくすることができる。従って、焦点深度の短い第２の撮影系２１２Ｂで撮影する際の焦
点位置の探索時間を短縮することができる。
【０２０３】
一方、ステップ３０２の判定が否定、すなわち、操作部２５０によって通常モードが選択
されている場合には、ステップ３１０へ移行して、第１の撮影系によるＡＦサーチが行わ
れる。すなわち、第１の撮影系のモータ２５４Ａをステップ駆動してフォーカスレンズを
移動させ、フォーカスレンズの各位置におけるコントラスト値Ｃｔを算出し、第１の撮影
系におけるフォーカスレンズの各位置の算出されたコントラスト値Ｃｔに基づいてコント
ラスト値の最大値となる焦点距離を特定し、特定されたフォーカスレンズの位置を焦点位
置として、当該位置にフォーカスレンズを移動させることによって第１の撮影系２１２Ａ
によるＡＦ制御がなされる。
【０２０４】
このように本実施の形態では、第１の撮影系２１２Ａよりも焦点深度が短く設定された第
２の撮影系２１２Ｂで撮影する際のＡＦ制御は、第１の撮影系２１２Ａを用いてＡＦラフ
サーチを行い、当該ＡＦラフサーチに基づいて、第２の撮影系２１２ＢによるＡＦ詳細サ
ーチを行っている。すなわち、上述しように、フォーカスレンズの移動距離の短い第１の
撮影系２１２Ａを用いて第２の撮影系２１２ＢでＡＦサーチする焦点距離範囲を決定し、
当該焦点距離範囲のみを第２の撮影系２１２ＢでＡＦサーチすることによって、第２の撮
影系２１２ＢによるＡＦ詳細サーチの時間を短縮することができ、ＡＦ制御（焦点位置の
探索）を高速化することができる。
【０２０５】
例えば、図１７に示すように、第１の撮影系２１２Ａによるサーチ範囲（単焦点レンズサ
ーチ範囲）のコントラスト値Ｃｔを算出し、算出されたコントラスト値Ｃｔの最大値を含
む所定範囲（ズームレンズサーチ範囲）を大まかな焦点距離として設定してから、第２の
撮影系２１２Ｂのフォーカスレンズを前記大まかな焦点距離の端部位置となるように駆動
して、ズームレンズサーチ範囲のみを第２の撮影系２１２Ｂのフォーカスレンズが移動す
るように制御して、各位置におけるコントラスト値Ｃｔを算出し、最大値を焦点位置とす
ることによって詳細な焦点位置を決定することができる。これによって、フォーカスレン
ズの移動距離の長い第２の撮影系２１２ＢによるＡＦ詳細サーチをすることなく焦点位置
を決定することができるので、焦点位置の探索時間を短縮することができる。
【０２０６】
なお、上記の実施の形態では、それぞれ焦点深度が異なる２つの撮影系２１２Ａ、２１２
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Ｂを備えたものに、本発明を適用するようにしていたが、撮影系は２つに限るものではな
く、３つ以上の複数を備えるようにしてもよい。
【０２０７】
また、上記の実施の形態では、第１の撮影系２１２Ａに対応して駆動回路２５２及びモー
タ２５４Ａを設け、第２の撮影系２１２Ｂに対応して駆動回路２２０Ｂ及びモータ２５４
Ｂを設ける構成としたが、駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂ及びモータ２５４Ａ、２５４Ｂは
第１の撮影系及び第２の撮影系で共用する構成としてもよい。すなわち、本発明の第１の
焦点調整手段及び第２の焦点調整手段に含まれるフォーカスレンズを駆動する駆動回路及
びモータを共通のものを用いる構成としてもよい。
【０２０８】
本実施の形態におけるステップ３１０（図１６参照）では、更に、上記第１の実施の形態
におけるステップ１０８～１１４（図６参照）を行い、ステップ３０４（図１６参照）で
は、更に、上記第１の実施の形態におけるステップ１０８（図６参照）を行い、ステップ
３０８（図１６参照）では、更に、上記第１の実施の形態におけるステップ１０２～１１
４（図６参照）を行うようにしてもい。これにより第１の実施の形態及び第２の実施の形
態の双方の効果を有する。即ち、焦点位置の探索時間を短縮することができると共に、周
囲の状況を捉えながら撮影を行うことができる。
【０２０９】
なお、切替スイッチの操作で定められた一方の撮影系により撮影された撮影画像をメモリ
カード（記録手段に対応）に記録する。
【０２１０】
また、前述したように、撮影レンズ２１６Ａは、単焦点レンズで構成されており、撮影レ
ンズ２１６Ｂはズームレンズ（焦点距離可変レンズ）で構成されており、第１の撮影系及
び前記第２の副撮影系はそれぞれ画角の異なる撮影系である。
【０２１１】
（第３の実施の形態）
次に、本発明の第３の実施の形態の一例を詳細に説明する。本実施の形態はデジタルカメ
ラに本発明を適用したものである。
【０２１２】
本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラは、前述した第２の実施の形態と略同様の構
成であるので、同一部分には同一の符号を付して、その説明を省略し、異なる部分につい
て説明する。
【０２１３】
なお、本実施の形態では、前述したように、単一の表示部２４６を備え、図１９に示すよ
うに、表示部２４６の画面Ｇには、第１の撮影系のＣＣＤ２１８Ａから出力される画像信
号に基づく上記映像信号により画像（ワイド）を表示するエリア２００Ａと、第２の撮影
系のＣＣＤ２１８Ｂから出力される画像信号に基づく上記映像信号により画像（テレ）を
表示するエリア２００Ｂと、が設けられている。
【０２１４】
ＣＰＵ２３０には、入出力Ｉ／Ｆ２７０を介して、各種の入力手段、例えば、レリーズボ
タン２７２、ズームレバー２７４、及び、第１の撮影系による通常モード（テレ）と、第
２の撮影系による望遠モード（ズーム）とを選択するための切替スイッチ２７６などが接
続されており、これらの入力手段からの入力信号に基づいて対応する回路ブロック制御す
ると共に、撮影レンズ２１６Ｂのズーミング動作や撮影レンズ２１６Ａ、２１６Ｂの焦点
調整調整（ＡＦ）動作の制御、並びに自動露出調整（ＡＥ）の制御等を行う。
【０２１５】
上記入力手段は、スイッチボタン、ダイヤル、スライド式ツマミなど種々の形態があり、
タッチパネルや液晶モニタ表示部の画面上において設定メニューや選択項目を表示してカ
ーソルで所望の項目を選択する態様もある。また、上記入力手段は、カメラ本体に配設さ
れていてもよいし、リモコン送信機としてカメラ本体と分離した構成にすることも可能で
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ある。
【０２１６】
なお、本実施の形態に係わるデジタルカメラ２１０におけるＡＦ制御自体は、前述した第
２の実施の形態のＡＦ制御と同様であるので、その説明を省略する。
【０２１７】
次に、本実施の形態における上述のように算出されるコントラスト値Ｃｔを用いて行われ
る制御ルーチンについて図２０のフローチャートを参照して説明する。
【０２１８】
ステップ４００では、レリーズボタン２７２が半押しされた否か判定される。該判定が否
定された場合にはそのままリターンして、肯定されるまで待機し、判定が肯定されるとス
テップ４０２へ移行する。
【０２１９】
ステップ４０２では、切替スイッチ２７６の操作状態から、第２の撮影系が選択されてい
るか否か判断する。該判定が肯定された場合には、ステップ４０４へ移行する。
【０２２０】
ステップ４０４では、第１の撮影系によるＡＦラフサーチが行われる。このとき、図２２
に示すように、第１の撮影系に対応するエリア２００Ａに、第１の撮影系によるＡＦラフ
サーチがどの範囲（合焦範囲）で行われていることを示す。具体的には、本実施の形態で
は、合焦範囲表示マークＭとして［］を採用し、［］の間が合焦範囲となるように、間隔
を広げて表示している。なお、合焦範囲表示マークとしては［］に限定されるものではな
い。『』、〔〕等を用いるようにしてもよい。
【０２２１】
ところで、上記ＡＦラフサーチは具体的には次のように実行される。すなわち、第１の撮
影系２１２Ａのモータ２５４Ａをステップ駆動してフォーカスレンズ（撮影レンズ１６Ａ
）を移動させ、フォーカスレンズの各位置におけるコントラスト値Ｃｔを算出する。
【０２２２】
第１の撮影系２１２Ａにおけるフォーカスレンズの各位置の算出されたコントラスト値Ｃ
ｔに基づいてコントラスト値の最大値となる焦点距離を特定し、当該焦点距離を含む所定
範囲を特定する。なお、所定範囲は、続く詳細サーチでサーチする範囲であり、所定範囲
の大きさは第２の撮影系１２Ｂのズームレンズ倍率に応じて設定する。
【０２２３】
次に、ステップ４０６では、上記ＡＦラフサーチによって特定された所定範囲のサーチ開
始位置となるように、第２の撮影系のモータ２５４Ｂをステップ駆動して第２の撮影系の
フォーカスレンズ（撮影レンズ１６Ｂ）が移動される。
【０２２４】
続いて、ステップ４０８では、第２の撮影系によるＡＦ詳細サーチが行われる。すなわち
、ステップ４０６で移動されたフォーカスレンズ位置から第２の撮影系のモータ２５４Ｂ
をステップ駆動してフォーカスレンズを移動させ、ＡＦラフサーチ同様に、フォーカスレ
ンズの各位置におけるコントラスト値Ｃｔを算出する。そして、算出されたコントラスト
値Ｃｔの最大値となるフォーカスレンズ位置を焦点位置とし、当該位置に第２の撮影系の
フォーカスレンズを移動させることによって焦点調整がなされる。なお、ＡＦ詳細サーチ
は、第１の撮影系２１２Ａによって決定された焦点距離範囲のみを行う。
【０２２５】
すなわち、本実施の形態に係わるデジタルカメラ２１０では、第２の実施の形態と同様に
、第１の撮像系２１２Ａよりも焦点深度が短く設定された第２の撮影系２１２Ｂで撮影す
る際には、第１の撮影系２１２ＡによるＡＦラフサーチを行うことによって、大まかな焦
点位置範囲を決定し、当該決定した焦点位置範囲を、第１の撮影系２１２Ａよりも焦点深
度が短く設定された第２の撮影系２１２ＢでＡＦ詳細サーチすることにより、焦点位置を
決定している。一般的に焦点深度が短く設定されたズームレンズ等のＡＦ制御では、モー
タを数ステップずつ駆動してＡＦラフサーチを行った後に、ＡＦ詳細サーチを行うが、Ａ
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Ｆラフサーチ時には焦点深度が短い分フォーカスレンズの移動量が多くなり時間がかかる
。しかしながら、本実施の形態では、上述したように、焦点深度が短く設定された第２の
撮像系１２Ｂよりも長い焦点深度（単焦点レンズを用いた）の第１の撮影系１２Ａによっ
てＡＦラフサーチを行うので、ＡＦラフサーチ時に移動するフォーカスレンズの移動量が
上記の場合と比較して少なくすることができる。従って、焦点深度の短い第２の撮影系１
２Ｂで撮影する際の焦点位置の探索時間を短縮することができる。
【０２２６】
本ステップ４０８では更に、上記ステップ４０４と同様に、図２２に示すように、第２の
撮影系に対応する画面であるエリア２００Ｂに、第２の撮影系によるＡＦラフサーチがど
の範囲（合焦範囲）で行われていることを示す。具体的には、本実施の形態では、上記の
ように、合焦範囲表示マークＭとしての［］の間が合焦範囲となるように、間隔を広げて
表示している。なお、上記のように、［］を用いることに限定されず、『』、〔〕等を用
いるようにしてもよい。
【０２２７】
ステップ４１０で、上記ステップ４０８のＡＦ詳細サーチの結果、合焦できたか否かを判
断する。合焦したと判断された場合には、ステップ４１２で、第２の撮影系に対応する画
面であるエリア２００Ｂ（図２２参照）に、焦点の調整結果として合焦していることを示
す合焦表示をする。即ち、例えば、上記のようにＡＦラフサーチ実行中では、合焦範囲に
対応して［］の間隔を広げて表示しており、本ステップ４１２では、合焦したことを示す
ため、本実施の形態では、図２３（Ａ）に示すように、［］の間隔を狭めるように表示し
て、合焦したことを示す（合焦成功表示）ようにしている。合焦成功表示は、［］の間隔
を狭めるように表示することに限定されない。例えば、［］の間隔を狭めるように表示す
ることと共に又は［］の間隔を狭めるように表示することに代えて、「合焦成功」と表示
してもよい。
【０２２８】
次のステップ４１４で、レリーズボタン２７２が全押しか否かを判断し、レリーズボタン
２７２が全押しと判断された場合には、ステップ４１６で、レリーズ半押しが解除された
か否かを判断し、レリーズ半押しが解除されたと判断された場合には、本処理を終了する
、即ち、レリーズ半押しにより行われるＡＦ動作、及び、測光動作を複数回繰り返して正
確な撮影ＥＶを求める処理を終了する。ステップ４１６で、レリーズ半押しが解除されな
いと判断された場合にはステップ４１４に戻る。
【０２２９】
ステップ４１４で、レリーズボタン２７２が全押しと判断されなかった場合には、ステッ
プ４１８で、上記のようにレリーズボタン２７２半押しにより行われた処理により最終的
に決定された絞り値とシャッタスピードに基づいて、最終的に決定した絞り値になるよう
に絞り２１７を駆動し、また、決定したシャッタスピードとなるように電子シャッタによ
って電荷の蓄積時間を制御して、画像を記録する。
【０２３０】
ステップ４１０で、合焦不能、即ち、合焦できなかったと判断された場合には、ステップ
４２０で、図２３（Ｂ）に示すように、第２の撮影系に対応する画面であるエリア２００
Ｂに、焦点の調整結果として合焦不能であることを示す合焦不能表示をする。即ち、例え
ば、［］を間隔を狭めると共に、更に、合焦不能を強調するため、合焦不能強調マークＭ
２である「！ＡＦ」を表示するようにしている。なお、合焦不能強調マークＭ２としては
「！ＡＦ」に限定されるものではない。例えば、「合焦不能」や「合焦エラー」等を表示
してもよい。
【０２３１】
一方、ステップ４０２で、切替スイッチ７６の操作状態から、第２の撮影系が選択されて
いない、即ち、第１の撮影系が選択されたと判断された場合には、ステップ４２２（図２
１参照）で、第１の撮影系によるＡＦサーチが行われる。なお、第１の撮影系によるＡＦ
サーチは上記ステップ４０４の第１の撮影系によるＡＦラフサーチと同様である。この場
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合も、第１の撮影系によるＡＦサーチがどの範囲（合焦範囲）で行われていることを示す
ため、図２2に示すように、第１の撮影系に対応する画面であるエリア２００Ａに、上記
と同様に、［］を、合焦範囲に対応して間隔を広げて表示している。なお、上記のように
、［］を用いることに限定されず、『』、〔〕等を用いるようにしてもよい。
【０２３２】
ステップ４２４で、上記ステップ４２２のＡＦサーチの結果、合焦できたか否かを判断す
る。合焦できたと判断された場合には、ステップ４２６で、上記と同様に、第１の撮影系
に対応する画面であるエリア２００Ａに、焦点の調整結果として合焦していることを示す
合焦表示をする（図23（Ａ）参照）。即ち、例えば、上記のように、［］の間隔を狭める
ように表示する。なお、この場合も、合焦成功表示は、［］の間隔を狭めるように表示す
ることに限定されない。例えば、［］の間隔を狭めるように表示することと共に又は［］
の間隔を狭めるように表示することに代えて、「合焦成功」と表示してもよい。
【０２３３】
次のステップ４２８で、レリーズボタン２７２が全押しか否かを判断し、レリーズボタン
７２が全押しと判断された場合には、ステップ４３０で、レリーズ半押しが解除されたか
否かを判断し、レリーズ半押しが解除されたと判断された場合には、本処理を終了する、
即ち、上記のようにレリーズ半押しにより行われるＡＦ動作、及び、測光動作を複数回繰
り返して正確な撮影ＥＶを求める処理を終了する。ステップ４３０で、レリーズ半押しが
解除されないと判断された場合にはステップ４２８に戻る。
【０２３４】
ステップ４２８で、レリーズボタン２７２が全押しと判断されなかった場合には、ステッ
プ４３２で、上記のようにレリーズボタン２７２が半押しに伴って行われた処理により最
終的に決定された絞り値とシャッタスピードに基づいて、該最終的に決定した絞り値にな
るように絞り２１７を駆動し、また、該決定したシャッタスピードとなるように電子シャ
ッタによって電荷の蓄積時間を制御して、画像を記録する。
【０２３５】
ステップ４２４で、合焦不能、即ち、合焦できなかったと判断された場合には、ステップ
４３４で、第１の撮影系に対応する画面であるエリア２００Ａに、焦点の調整結果として
合焦不能であることを示す合焦不能表示をする（図２3（Ｂ）参照）。即ち、例えば、上
記のように、［］の間隔を狭めると共に、合焦不能を示すため、合焦不能マークである「
！ＡＦ」を表示する。なお、合焦不能マークとしては、「！ＡＦ」に限定されるものでは
なく、「合焦不能」、「合焦エラー」等を表示するようにしてもよい。
【０２３６】
このように本実施の形態では、本実施の形態では、ＡＦサーチをしているとき、合焦範囲
を示しているので、ユーザは、どの範囲で焦点が合うようにしているのかを認識すること
ができる。
【０２３７】
更に、本実施の形態では、ＡＦサーチの結果、焦点があった場合と合わなかった場合各々
に対応して、合焦又は合焦不能を表示しているので、ユーザは、合焦又は合焦不能を認識
でき、合焦不能を認識した場合には、撮影し直したり、焦点を調整している範囲が変わる
ように、カメラの向きを変えて、合焦するようにできる。
【０２３８】
また、本実施の形態では、第１の撮影系２１２Ａを用いてＡＦサーチを行っている際には
、第１の撮影系２１２Ａに対応するエリアに画像を表示し、第２の撮影系２１２Ｂを用い
てＡＦサーチを行っている際には、第２の撮影系２１２Ｂに対応するエリアに画像を表示
しているので、何れの撮影系で撮影しようとしているかを、撮影直前に確認することがで
きる。よって、誤った選択をしたまま撮影し続けてしまうのではないかというユーザの心
配を回避することができる。
【０２３９】
更に、本実施の形態では、前述した第２の実施の形態と同様に、第１の撮影系１２Ａより
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も焦点深度が短く設定された第２の撮影系２１２Ｂで撮影する際のＡＦ制御は、第１の撮
影系２１２Ａを用いてＡＦラフサーチを行い、当該ＡＦラフサーチに基づいて、第２の撮
影系１２ＢによるＡＦ詳細サーチを行っている。すなわち、上述しように、フォーカスレ
ンズの移動距離の短い第１の撮影系２１２Ａを用いて第２の撮影系２１２ＢでＡＦサーチ
する焦点距離範囲を決定し、当該焦点距離範囲のみを第２の撮影系２１２ＢでＡＦサーチ
することによって、第２の撮影系２１２ＢによるＡＦ詳細サーチの時間を短縮することが
でき、ＡＦ制御（焦点位置の探索）を高速化することができる。
【０２４０】
なお、上記の実施の形態では、それぞれ焦点深度が異なる２つの撮影系２１２Ａ、２１２
Ｂを備えたものに、本発明を適用するようにしていたが、撮影系は２つに限るものではな
く、３つ以上の複数を備えるようにしてもよい。
【０２４１】
また、上記の実施の形態では、第１の撮影系２１２Ａに対応して駆動回路２５２及びモー
タ２５４Ａを設け、第２の撮影系２１２Ｂに対応して駆動回路２２０Ｂ及２びモータ５４
Ｂを設ける構成としたが、駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂ及びモータ２５４Ａ、２５４Ｂは
第１の撮影系及び第２の撮影系で共用する構成としてもよい。すなわち、本発明の第１の
焦点調整手段及び第２の焦点調整手段に含まれるフォーカスレンズを駆動する駆動回路及
びモータを共通のものを用いる構成としてもよい。
【０２４２】
更に、本実施の形態では、単一の表示部４６を備え、図２１に示すように、表示部４６の
画面Ｇに、第１の撮影系のＣＣＤ２１８Ａから出力される画像信号に基づく上記映像信号
により画像を表示するエリア２００Ａと、第２の撮影系のＣＣＤ１８Ｂから出力される画
像信号に基づく上記映像信号により画像を表示するエリア２００Ｂと、を設けらるように
しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、単一の表示部２４６を備え、図２
４に示すように、表示部２４６の画面Ｇに、第１の撮影系のＣＣＤ２１８Ａから出力され
る画像信号に基づく上記映像信号により画像（テレ）を全体に表示し、該画面Ｇ上に、第
２の撮影系のＣＣＤ２１８Ｂから出力される画像信号に基づく上記映像信号により画像（
ワイド）を表示するエリア２００Ｂ１を設けるようにしてもよい。この場合にも、合焦範
囲等を示すようにする。なお、逆に、表示部２４６の画面Ｇに、第２の撮影系のＣＣＤ２
１８Ｂから出力される画像信号に基づく上記映像信号により画像を表示全体に表示し、該
画面Ｇ上に、第１の撮影系のＣＣＤ２１８Ａから出力される画像信号に基づく上記映像信
号により画像を表示するエリアを設けるようにしてもよい。更に、第１の撮影系及び第２
の撮影系各々に対応して少なくとも１つの表示部を設け、対応する表示部に対応する画像
を表示するようにしてもよい。
【０２４３】
なお、上記の実施の形態では、それぞれ焦点深度が異なる２つの撮影系２１２Ａ、２１２
Ｂを備えるようにているが、本発明はこれに限定されず、各々同じ焦点深度の撮影系を複
数備えるようにしてもよい。この場合には、ラフサーチを行わず、各々の撮影系でＡＦ制
御を行うようにしてもよい。この場合でも、ＡＦサーチをしているとき、合焦範囲を示し
ているので、ユーザは、どの範囲で焦点があうようにしているのかを認識することができ
る。更に、本実施の形態では、ＡＦサーチの結果、焦点があった場合と合わなかった場合
各々に対応して、合焦又は合焦不能を表示しているので、ユーザは、合焦又は合焦不能を
認識でき、合焦不能を認識した場合には、撮影し直したり、焦点を調整している範囲が変
わるように、カメラの向きを変えて、合焦するようにできる。
【０２４４】
なお、以上説明した例では、撮影系を複数備えた例を説明したが、本発明をこれに限定さ
れるものではなく、撮影系を１つのみ備える場合にも同様に適用することができる。
【０２４５】
（第４の実施の形態）
次に、本発明の第４の実施の形態の一例を詳細に説明する。本実施の形態の構成は前述し
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た第３の実施の形態と同様であるので、その説明を省略する。
【０２４６】
なお、本実施の形態では撮像素子２１８Ａ、２１８Ｂによって撮影された被写体像は、例
えば、図３に示すように、ディスプレイ２２６の画面上に合成してそれぞれ確認可能なよ
うに表示されるようになっている。なお、図３では、第２の撮像素子（ワイド用撮像素子
）５０Ｂによって撮影された撮影画像の中央部に、第１の撮像素子（テレ用撮像素子）５
０Ａによって撮影された撮影画像が表示される例を示す。なお、図５に示すように、第１
の撮像素子（テレ用撮像素子）２１８Ａによって撮影された撮影画像を表示部全面に表示
し、第１の撮像素子（テレ用撮像素子）２１８Ａによって撮影された撮影画像の上、例え
ば、右端上部に、第２の撮像素子（ワイド用撮像素子）２１８Ｂによって撮影された撮影
画像を表示するようにしてもよい。
【０２４７】
次に、本実施の形態の作用を、図２５及び図２６に、電源投入後所定時間毎に繰り返し実
行する撮影処理ルーチンを示したフローチャートを参照して説明する。
【０２４８】
ステップ５０２で、切替スイッチ２７６の操作状態から、ズーム撮影の選択に切り替わっ
ているが否か判断する。該判定が否定された場合には、ステップ５０４で、第１の撮影系
及び第２の撮影系各々の撮像素子からの画像データが表す画像を表示する。即ち、図３に
示すように、第１の撮影系のＣＣＤ２１８Ａから出力される画像信号に基づく映像信号に
より画像を、表示部全面に表示すると共に、第２の撮影系のＣＣＤ２１８Ｂから出力され
る画像信号に基づく映像信号により画像を、第１の撮影系に対応する画像の中央に表示す
る。なお、各撮影系の画像の表示態様は、図３に示す態様ばかりでなく、図５に示す上記
態様のようにしてもよい。また、第１の撮影系及び第２の撮影系各々の撮像素子からの画
像データが表す画像を表示することに限定されず、単焦点撮影系（第１の撮影系）の画像
のみを、表示部全面に表示するようにしてもよい。
【０２４９】
ステップ５０６で、ズームレバー２７４からの信号に基づき、ズーム操作されているか否
かを判断する。ズーム操作されていると判断した場合には、ステップ５０８で、ズームレ
バー２７４からの信号に基づいて単焦点撮影系（第１の撮影系）により得られた画像デー
タにデジタル・ズーム処理（画像処理）する。
【０２５０】
ステップ５１０で、レリーズボタン２７２が半押しか否か判断する。レリーズボタン２７
２で、レリーズボタン２７２が半押しと判断された場合には、ステップ５１２で、単焦点
撮影系（第１の撮影系）によりＡＦサーチする。なお、本実施の形態に係るＡＦサーチは
後述する。
【０２５１】
次のステップ５１４で、レリーズボタン２７２が全押しか否かを判断し、レリーズボタン
２７２が全押しと判断された場合には、ステップ５１６で、レリーズ半押しが解除された
か否かを判断し、レリーズ半押しが解除されたと判断された場合には、本処理を終了する
、即ち、レリーズ半押しにより行われる後述するＡＦ動作、及び、測光動作を複数回繰り
返して正確な撮影ＥＶを求める処理を終了する。ステップ５１６で、レリーズ半押しが解
除されないと判断された場合にはステップ５１４に戻る。
【０２５２】
ステップ５１４で、レリーズボタン２７２が全押しと判断されなかった場合には、ステッ
プ５１８で、上記のようにレリーズボタン２７２半押しにより行われた処理により最終的
に決定された絞り値とシャッタスピードに基づいて、最終的に決定した絞り値になるよう
に絞り１７を駆動し、また、決定したシャッタスピードとなるように電子シャッタによっ
て電荷の蓄積時間を制御して、画像を記録する。
【０２５３】
一方、ステップ５０２で、ズーム撮影の選択に切り替わっていると判断した場合には、ス
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テップ５２０（図２６参照）で、ステップ５０４と同様に、第１の撮影系及び第２の撮影
系各々の撮像素子からの画像データが表す画像を表示する。ステップ５２２で、ズームレ
バー２７４からの信号に基づき、ズーム操作されているか否かを判断する。ステップ５２
２で、ズーム操作されていると判断した場合には、ステップ５２４で、ズーム操作に基づ
いて行って既にズーム操作の調整可能範囲以上、即ち、TELE（望遠（テレ））端になって
いるか否かを判断する。TELE端になっていないと判断した場合には、ズーム操作する。即
ち、上記のように、駆動回路２５２Ｂを介して、モータＭ２５４Ｂを制御して、レンズを
移動させる。一方、スタップ５２４で、ズーム操作に基づいて行って既にTELE（望遠（テ
レ））端になっていると判断した場合には、前述したデジタル・ズーム処理（画像処理）
する。
【０２５４】
ステップ５３０で、レリーズボタン２７２が半押しか否か判断する。レリーズボタン２７
２が半押しと判断された場合には、ステップ５３２で、単焦点撮影系（第１の撮影系）に
よりＡＦラフサーチする。なお、本実施の形態に係るＡＦラフサーチは後述する。
【０２５５】
次のステップ５３４で、ズーム撮影系（第２の撮影系）によるＡＦ詳細サーチを行う。
【０２５６】
次のステップ５３６で、レリーズボタン２７２が全押しか否かを判断し、レリーズボタン
２７２が全押しと判断された場合には、ステップ５３８で、レリーズ半押しが解除された
か否かを判断し、レリーズ半押しが解除されたと判断された場合には、本処理を終了する
、即ち、レリーズ半押しにより行われるＡＦ動作、及び、測光動作を複数回繰り返して正
確な撮影ＥＶを求める処理を終了する。ステップ５３８で、レリーズ半押しが解除されな
いと判断された場合にはステップ５３６に戻る。
【０２５７】
ステップ５３６で、レリーズボタン２７２が全押しと判断された場合には、ステップ５４
０で、上記のようにレリーズボタン２７２半押しにより行われた処理により最終的に決定
された絞り値とシャッタスピードに基づいて、最終的に決定した絞り値になるように絞り
２１７を駆動し、また、決定したシャッタスピードとなるように電子シャッタによって電
荷の蓄積時間を制御して、画像を記録する。
【０２５８】
以上説明したように、本実施の形態では、単一のズームレバーを備え、　該ズームレバー
により第１の撮影系及び第２の撮影系の画角の変化を指示できるので、デジタルカメラを
簡単な構成にすることができる。また、各々の撮影系に対応してズームラバーを操作する
わずらわしさを解消でき、操作性を向上することができる。更に、各々の撮影系に対応し
てズームラバーを備えるのではないので、部品点数を減少させることができ、小型化及び
低コスト化を図ることができる。
【０２５９】
なお、本実施の形態に係わるＡＦ制御自身は、前述した通りであるので、その説明を省略
する。
【０２６０】
次に、本実施の形態の変形例について説明する。上記の実施の形態では、テレ用の撮像系
による撮影画像と、ワイド用の撮像系による撮影画像とを１つの表示部にそれぞれ全面が
表示されるようにしたが、本変形例では、テレ用の撮像系による撮影画像を表示すると共
に、ワイド用の撮像系による撮影画像については、所定領域のみを表示する。例えば、図
１０に示すように、テレ用の撮影系による撮影画像を表示部の画面内上側の領域に表示し
、ワイド用の撮影系による撮影画像の所定領域のみを切り出して表示部の画面内下側に表
示するようにしてもよい。なお、このような表示の切換は、例えば、スイッチ等を操作し
て表示の切り換えを行うことによって実現可能であり、ディスプレイドライバ２４８によ
って表示制御することができる。
【０２６１】
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例えば、図１２に示すように、競馬の撮影などを行う場合には、ワイド用の撮影系による
撮影画像は帯状の所定領域９６のみを表示部に表示すればいいので、当該所定領域９６の
みをスイッチを操作することによって指定して、当該所定領域９６を画面の下側に表示す
るように指示することにより、ワイド用の撮影系による撮影画像の略全体を把握すること
が可能である。また、このように、ワイド用の撮影系による撮影画像の所定領域９６のみ
を表示することにより、狭い表示面積で必要な情報を有効に表示することが可能となる。
【０２６２】
なお、上記の実施の形態では、２つの撮影系を備えるようにしたが、これに限るものでは
なく、例えば、３つや４つの撮影系を備えて、表示部に同時に撮影画像を表示するように
してもよいし、この時、表示部は撮影系に対応した数の表示画面を設けるようにしてもよ
い。
【０２６３】
上記実施の形態では、第１の撮影系２１２Ａとして、光学系２１４Ａ、モータ２５４Ａ、
駆動回路２５２Ａ、及びＣＣＤ２１８Ａを備え、第２の撮影系２１２Ｂとして、光学系２
１４Ｂ、モータ２５４Ｂ、駆動回路２５２Ｂ、及びＣＣＤ２１８Ｂを備えるようにしてい
るが、本発明はこれに限定されるものではなく、レンズ２１６Ａ及びレンズ２１６Ｂを共
通化させ、共通レンズを介して入射した光（被写体像）を分離手段（ハーフミラーなど）
で分離し、第１の撮影系２１２ＡのＣＣＤ２１８Ａと、第２の撮影系１２ＢのＣＣＤ２１
８Ｂと、に導くようにしてもよい。レンズ２１６Ｂが本発明の第２の焦点可変光学系に対
応する。
【０２６４】
（第５の実施の形態）
次に、本発明の第５の実施の形態の一例を詳細に説明する。本実施の形態はデジタルカメ
ラに本発明を適用したものである。なお、本実施の形態に係るデジタルカメラは、前述し
た第２の実施の形態と略同様の構成であるので、同一部分には同一の符号を付して、その
詳細な説明を省略し、主に異なる部分について説明する。
【０２６５】
図２７に本発明の実施の形態に係るデジタルカメラのブロック図を示す。このデジタルカ
メラ２１０は、それぞれ独立し且つ略同一の２つの撮影系（第１の撮影系２１２Ａ及び第
２の撮影系２１２Ｂ）を有しており、それぞれ撮影光学系２１４Ａ、２１４Ｂを介してＣ
ＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂの受光面に被写体像を結像するようになっている。
【０２６６】
撮影光学系２１４Ａは、撮影レンズ２１５Ａ、フォーカスレンズ２１６Ａ、及び絞り２１
７Ａを含んで構成されており、同様に、撮影光学系２１４Ｂは、撮影レンズ２１５Ｂ、フ
ォーカスレンズ２１６Ｂ、及び絞り２１７Ｂを含んで構成されている。撮影レンズ２１５
Ａ、２１５Ｂは、例えばズームレンズ（焦点距離可変レンズ）で構成されている。このよ
うに、図２７では、撮影レンズとフォーカスレンズとを明示的に示した。なお、撮影レン
ズ２１５Ａ、２１５Ｂを単焦点レンズで構成してもよい。
【０２６７】
なお、ＣＣＤ２１８Ａは本発明の第１の撮像素子に相当し、ＣＣＤ２１８Ｂは本発明の第
２の撮像素子に相当し、フォーカスレンズ２１６Ａは本発明の第１のレンズに相当し、フ
ォーカスレンズ２１６Ｂは本発明の第２のレンズに相当する。
【０２６８】
第１の撮影系２１２Ａ及び第２の撮影系２１２Ｂは、それぞれを撮影用及び後述する焦点
調整用として用いてもよいし、一方を撮影用及び焦点調整用に、他方を焦点調整用のみと
して用いてもよい。
【０２６９】
ＣＰＵ２３０は操作部２５０からの入力信号に基づいて対応する回路ブロックを制御する
と共に、撮影レンズ２１５Ａ、２１５Ｂのズーミング動作やフォーカスレンズ２１６Ａ、
２１６Ｂによる自動焦点調整（ＡＦ）動作の制御、並びに自動露出調整（ＡＥ）の制御等
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を行う。
【０２７０】
ＣＰＵ２３０は、ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂから出力される画像信号に基づいて、焦点評
価演算やＡＥ演算などの各種演算を行い、その演算に基づいて、撮影レンズ２１５Ａ、２
１５Ｂ、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂ、及び絞り２１７Ａ、２１７Ｂの駆動回路
２５２Ａ、２５２Ｂを制御する。すなわち、モータ２５４Ａ、２５４Ｂを駆動することに
よって撮影レンズ２１５Ａ、２１５Ｂをズーミングさせ撮影倍率を変更する。なお、手動
でズーミングする構成の場合には、モータ２５４Ａ、２５４Ｂは省略することができる。
【０２７１】
また、モータ２５６Ａ、２５６Ｂを駆動することによって、フォーカスレンズ２１６Ａ、
２１６Ｂを合焦位置に移動させると共に、絞り２１７Ａ、２１７Ｂを適正絞り値に設定す
る。モータ２５６Ａ、２５６Ｂはステッピングモータからなり、ステップ数を制御するこ
とによってフォーカスレンズ位置が制御される。なお、モータ２５６Ａ、２５６Ｂはステ
ッピングモータに限るものではなく、例えば、ＤＣモータ等を用いることも可能である。
なお、モータ２５４Ａ、２５４Ｂも同様にステッピングモータやＤＣモータ等を用いるこ
とができる。
【０２７２】
これ以外の構成やＡＥ制御、基本的なＡＦ制御については第２の実施の形態と同様であり
、第２の実施の形態における撮影レンズ２１６Ａ、２１６Ｂを本実施の形態における撮影
レンズ２１５Ａ、２１５Ｂに、第２の実施の形態におけるフォーカスレンズを本実施の形
態におけるフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂにそれぞれ読み替えればよいため、詳細
な説明を省略する。
【０２７３】
なお、ＣＰＵ３０、駆動回路５２Ａ、５２Ｂ、モータ５６Ａ、５６Ｂは本発明の焦点調整
手段に相当する。
【０２７４】
次に本実施の形態に係るデジタルカメラ２１０におけるＡＦ制御について説明する。
【０２７５】
ＡＦ制御は上述したように、コントラストＡＦ方式が採用され、レリーズボタンが「半押
し」状態の時に、駆動回路２５２Ａ、２５２Ｂを介してモータ２５６Ａ、２５６Ｂを駆動
することによりフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂを移動させて、コントラストが最大
となる位置にフォーカスレンズを位置させる。
【０２７６】
ＡＦ評価値としてのコントラスト値Ｃｔの算出については、第２の実施の形態と同様であ
るので説明を省略する。
【０２７７】
次に、算出されたコントラスト値Ｃｔを用いて行われるＡＦ制御について、図２８のフロ
ーチャートを参照して説明する。
【０２７８】
ステップ６００では、レリーズボタンが半押しされた否かが判断される。レリーズボタン
が半押しされていない場合には、ステップ６００の判断が否定され、レリーズボタンが半
押しされるまで待機する。一方、レリーズボタンが半押しされるとステップ６００の判断
が肯定され、ステップ６０２へ移行する。
【０２７９】
ステップ６０２では、第１の撮影系２１２Ａのフォーカスレンズ２１６Ａを、被写体が無
限遠に位置する場合に合焦する第１の所定位置Ａ（図２９参照）に移動させるべく駆動回
路２５２Ａに指示してモータ２５６Ａを駆動させると共に、第２の撮影系２１２Ｂのフォ
ーカスレンズ２１６Ｂを、被写体が至近位置に位置する場合に合焦する第２の所定位置Ｂ
（図２９参照）に移動させるべく駆動回路２５２Ｂに指示してモータ２５６Ｂを駆動させ
る。
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【０２８０】
次のステップ６０４では、第１の撮影系２１２Ａ、第２の撮影系２１２ＢのＡＦ評価値と
してのコントラスト値ＣｔA（第１評価値）、コントラスト値ＣｔB（第２評価値）をそれ
ぞれ算出し、そのときのレンズ位置と共にメモリ２２６Ａ、２２６Ｂにそれぞれ記憶する
。
【０２８１】
次のステップ６０６では、コントラスト値ＣｔA、ＣｔBのピーク値（最大値）を検出した
か否かが判断される。具体的には、メモリ２２６Ａに記憶された前回算出したコントラス
ト値ＣｔAと今回算出したコントラスト値ＣｔAを比較すると共に、メモリ２２６Ｂに記憶
された前回算出したコントラスト値ＣｔBと今回算出したコントラスト値ＣｔBを比較する
。そして、今回算出したコントラスト値ＣｔAが前回算出したコントラスト値ＣｔAよりも
小さい場合又は今回算出したコントラスト値ＣｔBが前回算出したコントラスト値ＣｔBよ
りも小さい場合には、前回算出したコントラスト値ＣｔA又はＣｔBを最大値Ｃｔmaxとす
る。これは、図２９に示すように、基本的にコントラスト値Ｃｔが最大となる合焦位置は
１カ所だけ存在し、この合焦位置に向かうに従ってコントラスト値Ｃｔが高くなるのが一
般的であるためである。
【０２８２】
そして、コントラスト値Ｃｔの最大値Ｃｔmaxが検出された場合には、ステップ６０６の
判断が肯定され、ステップ６０８へ移行する。
【０２８３】
ステップ６０８では、最大値Ｃｔmaxに対応するレンズ位置Ｃ（合焦位置）へフォーカス
レンズ２１６Ａ、２１６Ｂをそれぞれ移動させて本ルーチンを終了する。
【０２８４】
一方、最大値Ｃｔmaxが検出されない場合には、ステップ６０６の判断が否定され、ステ
ップ６１０へ移行する。
【０２８５】
ステップ６１０では、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が同一か否かが
判断される。そして、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が同一でない場
合には、ステップ６１０の判断が否定され、ステップ６１２へ移行する。
【０２８６】
ステップ６１２では、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置を１ステップ駆
動してステップ６０４へ戻る。すなわち、フォーカスレンズ２１６Ａを、図２９に示す第
２の所定位置Ｂに向けて予め定めたステップ幅Ｌだけ移動させると共に、フォーカスレン
ズ２１６Ｂを、図２９に示す第１の所定位置Ａに向けてステップ幅Ｌだけ移動させる。こ
のフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置を１ステップ駆動する処理は、最大
値Ｃｔmaxを検出するか、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が同一の位
置になるまで繰り返される。
【０２８７】
なお、ステップ幅Ｌは、例えば焦点深度以下の長さに設定される。これにより、合焦位置
を含む焦点深度の範囲を超えてフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂが移動してしまうの
を防ぐことができ、確実にピントを合わせることができる。
【０２８８】
ところで、ステップ６１０におけるフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が
同一か否かの判断は、換言すれば、何れも最大値Ｃｔmaxが検出されずに、フォーカスレ
ンズ２１６Ａ、２１６Ｂが第１の所定位置Ａと第２の所定位置Ｂとの中間点に移動したか
否かを判断することと同じである。このように、何れも最大値Ｃｔmaxが検出されない場
合としては、図３０に示すように、第１の所定位置Ａと第２の所定位置Ｂとの中間点にＡ
Ｆ評価値のピークがある場合と、例えば青空を撮影した場合にように、ピークがなくＡＦ
評価値がフラットな場合がある。
【０２８９】
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第１の所定位置Ａと第２の所定位置Ｂとの中間点にＡＦ評価値のピークがあるか否かを判
断する場合は、各撮影系のＡＦ評価値が共に増加傾向にあるか否かを判断すればよい。
【０２９０】
そこで、ステップ６１０の判断が肯定された場合には、ステップ６１４において、各撮影
系のＡＦ評価値が共に増加傾向にあるか否かを判断する。そして、各撮影系のＡＦ評価値
が共に増加傾向にある場合には、中間点が合焦位置Ｃであると判断し、本ルーチンを終了
する。
【０２９１】
一方、各撮影系のＡＦ評価値が共に増加傾向にない場合には、ピークがないと判断し、次
のステップ６１６において、予め定めたパーン位置にフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６
Ｂをそれぞれ移動させて本ルーチンを終了する。なお、パーン位置は、予め定めた固定位
置でもよいし、予め定めたレンズのズーム位置とパーン位置との対応関係をルックアップ
テーブルとして記憶しておき、このルックアップテーブルからズーム位置に応じたパーン
位置を求めるようにしてもよい。
【０２９２】
このように、本実施形態では、２つの撮像系を備え、一方の撮影系のフォーカスレンズを
、合焦位置が無限遠となる第１の所定位置から合焦位置が至近位置となる第２の所定位置
に向けて移動するようにステップ駆動し、他方の撮影系のフォーカスレンズを、第２の所
定位置から第１の所定位置に向けて移動するようにステップ駆動しながら焦点調整を行う
ため、合焦位置の検出時間を大幅に短縮することができる。
【０２９３】
なお、本実施形態では、フォーカスレンズ２１６Ａの初期位置を第１の所定位置Ａに設定
すると共にフォーカスレンズ２１６Ｂの初期位置を第２の所定位置Ｂに設定し、まずそれ
ぞれの初期位置にフォーカスレンズを移動させてから焦点調整する場合を例に説明したが
、初期位置を現在位置としてもよい。この場合、図３０に示すように焦点位置が中央にあ
る場合でも、フォーカスレンズの現在位置によっては合焦位置の検出を速くすることがで
きる。
【０２９４】
（第６の実施の形態）
次に、本発明の第６の実施の形態について説明する。なお、第５の実施の形態と同一部分
には同一符号を付し、その詳細な説明は省略する。
【０２９５】
本実施形態におけるデジタルカメラの構成は、第５の実施の形態と同一であるため、説明
を省略する。
【０２９６】
次に、本実施形態に係るＡＦ制御について、図３１及び図３２に示すフローチャートを参
照して説明する。なお、図３１では、図２８に示すフローチャートと同一の処理を行うス
テップについては同一符号を付している。
【０２９７】
図３１に示すように、図２８に示すフローチャートとはステップ６１２Ａのフォーカスレ
ンズ移動処理のみが異なるため、この処理について図３２に示すフローチャートを参照し
て説明し、その他の説明は省略する。
【０２９８】
図３２に示すように、ステップ７００では、コントラスト値ＣｔA、ＣｔBが略一致するレ
ンズ位置が存在するか否かを判断する。具体的には、メモリ２２６Ａに記憶された全ての
コントラスト値ＣｔAとメモリ２２６Ｂに記憶された全てのコントラスト値ＣｔBとを比較
し、コントラスト値ＣｔAとＣｔBとが略一致するレンズ位置が存在するか否かを判断する
。
【０２９９】
そして、コントラスト値ＣｔAとＣｔBとが略一致するレンズ位置が存在しない場合には、
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ステップ７０８へ移行する。ステップ７０８では、図２８のステップ１１２と同様に、フ
ォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置をそれぞれ１ステップ駆動する。すなわ
ち、フォーカスレンズ２１６Ａを、第２の所定位置Ｂに向けて予め定めたステップ幅Ｌだ
け移動させると共に、フォーカスレンズ２１６Ｂを、第１の所定位置Ａに向けてステップ
幅Ｌだけ移動させる。
【０３００】
一方、コントラスト値ＣｔAとＣｔBとが略一致するレンズ位置が存在する場合には、ステ
ップ７００の判断が肯定され、ステップ７０２へ移行する。
【０３０１】
例えば、レンズ位置とコントラスト値との関係が図３３に示すような関係であった場合、
フォーカスレンズ２１６ＢがＢ３の位置まで駆動されると、この位置のコントラスト値Ｃ
ｔBがＡの位置におけるコントラスト値ＣｔAと一致することとなり、ステップ７００の判
断が肯定されることとなる。
【０３０２】
ステップ７０２では、コントラスト値ＣｔAとＣｔBとが略一致するレンズ位置の中間位置
を算出する。例えば図３３の場合、Ａの位置とＢ３の位置との中間位置である中間位置Ｃ
が算出される。
【０３０３】
次のステップ７０４では、算出した中間位置Ｃに基づいてフォーカスレンズ２１６Ａ、２
１６Ｂの移動位置を決定する。具体的には、中間位置Ｃを含む所定範囲を定め、この所定
範囲の無限遠側の端部をフォーカスレンズ２１６Ａの移動位置として定め、所定範囲の至
近側の端部をフォーカスレンズ２１６Ｂの移動位置として定める。この所定範囲は、中間
位置Ｃの近傍に定められ、例えば中間位置Ｃを中心とした数ステップ分の範囲に定められ
る。例えば、図３３の場合、中間位置Ｃを中心として両側に１ステップ分の範囲、すなわ
ちＡ４～Ｂ６の位置を所定範囲として定める。
【０３０４】
このように、ＡＦ評価値が略一致するレンズ位置の中間位置を含む所定範囲を求め、この
所定範囲の両端を各々のフォーカスレンズの移動位置とするのは、レンズ位置とＡＦ評価
値との関係は、図３３に示すように、コントラスト値Ｃｔが最大となる位置を中心にして
ほぼ正規分布の形となるのが一般的だからである。
【０３０５】
そして、次のステップ７０６において、ステップ７０４で決定した移動位置にフォーカス
レンズ２１６Ａ、２１６Ｂをそれぞれ移動させてリターンする。例えば、図３３の場合に
は、フォーカスレンズ２１６ＡはＡ４の位置へ、フォーカスレンズ２１６Ｂは、Ｂ６の位
置へ移動させる。そして、コントラスト値の最大値を検出するまで、又は各々のフォーカ
スレンズの位置が同一となるまで上記の処理が繰り返される。
【０３０６】
このように、ＡＦ評価値が略一致するレンズ位置の中間位置を含む所定範囲を求め、この
所定範囲の両端に各々のフォーカスレンズを移動させるため、合焦位置を検出する時間を
より短縮することができる。例えば、図３３の場合、フォーカスレンズ２１６Ｂは、Ｂ３
の位置まで駆動された後、Ｂ４、Ｂ５の位置をスキップしてＢ６の位置まで駆動されるた
め、その分時間を短縮することができる。
【０３０７】
なお、フォーカスレンズ２１６Ａ，２１６Ｂを中間位置Ｃ付近に移動させた後のステップ
駆動の幅を細かくするようにしてもよい。これにより、より正確に焦点調整を行うことが
できる。
【０３０８】
また、上記実施形態では、独立した２つの撮影光学系を備えた構成の場合について説明し
たが、これに限らず、例えば図３４に示すように、１つの撮影光学系１４から入射された
光をハーフミラー２７１で２方向に分岐させ、分岐させた光をＣＣＤ１８Ａ，１８Ｂにそ
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れぞれ入射させる構成としてもよい。この場合、ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂを移動させる
ことにより焦点調整を行う。これにより、同一の像から２つのＡＦ評価値が算出されるた
め、より正確な焦点調整を行うことができる。
【０３０９】
（第７の実施の形態）
次に、本発明の第７の実施の形態について説明する。なお、本実施の形態におけるデジタ
ルカメラの構成は、第５の実施の形態と略同様の構成であるため、その詳細な説明を省略
し、主に異なる部分について説明する。
【０３１０】
本実施の形態に係るデジタルカメラ２１０は、図２７に示すように、それぞれ独立した２
つの撮影系（第１の撮影系２１２Ａ及び第２の撮影系２１２Ｂ）を有しているが、第５の
実施の形態に係るデジタルカメラと異なる点は、２つの撮影系がそれぞれ独立し且つ撮像
素子及び撮影光学系の少なくとも一方が異なることである。これ以外の構成やＡＥ制御、
ＡＦ制御等については第５の実施の形態と同様であるので、説明を省略する。
【０３１１】
次に、上述のように算出されるコントラスト値Ｃｔを用いて行われるＡＦ制御について説
明する。なお、基本的な流れは図２８に示したフローチャートと同様であるので、図２８
のフローチャートを参照して説明する。また、ここでは、撮影光学系２１４Ａが撮影光学
系２１４Ｂと同一で、且つＣＣＤ２１８Ａの画素数がＣＣＤ２１８Ｂの画素数よりも多い
場合について説明する。
【０３１２】
ステップ６００では、レリーズボタンが半押しされた否かが判断される。レリーズボタン
が半押しされていない場合には、ステップ６００の判断が否定され、レリーズボタンが半
押しされるまで待機する。一方、レリーズボタンが半押しされるとステップ６００の判断
が肯定され、ステップ６０２へ移行する。
【０３１３】
ステップ６０２では、第１の撮影系１２Ａのフォーカスレンズ２１６Ａを、被写体が無限
遠に位置する場合に合焦する第１の所定位置Ａ（図３６参照）に移動させるべく駆動回路
２５２Ａに指示してモータ５６Ａを駆動させると共に、第２の撮影系２１２Ｂのフォーカ
スレンズ２１６Ｂを、被写体が至近位置に位置する場合に合焦する第２の所定位置Ｂ（図
３６参照）に移動させるべく駆動回路２５２Ｂに指示してモータ２５６Ｂを駆動させる。
【０３１４】
次のステップ６０４では、第１の撮影系２１２Ａ、第２の撮影系２１２ＢのＡＦ評価値と
してのコントラスト値ＣｔA（第１評価値）、コントラスト値ＣｔB（第２評価値）をそれ
ぞれ算出し、そのときのレンズ位置と共にメモリ２２６Ａ、２２６Ｂにそれぞれ記憶する
。
【０３１５】
次のステップ６０６では、コントラスト値ＣｔA、ＣｔBのピーク値（最大値）を検出した
か否かが判断される。具体的には、メモリ２２６Ａに記憶された前回算出したコントラス
ト値ＣｔAと今回算出したコントラスト値ＣｔAを比較すると共に、メモリ２２６Ｂに記憶
された前回算出したコントラスト値ＣｔBと今回算出したコントラスト値ＣｔBを比較する
。そして、今回算出したコントラスト値ＣｔAが前回算出したコントラスト値ＣｔAよりも
小さい場合又は今回算出したコントラスト値ＣｔBが前回算出したコントラスト値ＣｔBよ
りも小さい場合には、前回算出したコントラスト値ＣｔA又はＣｔBを最大値Ｃｔmaxとす
る。これは、図３６に示すように、基本的にコントラスト値Ｃｔが最大となる合焦位置は
１カ所だけ存在し、この合焦位置に向かうに従ってコントラスト値Ｃｔが高くなるのが一
般的であるためである。
【０３１６】
なお、ＣＣＤ２１８ＡとＣＣＤ２１８Ｂの画素数が異なるため、図３６に示すように算出
されるコントラスト値はそれぞれの撮影系で異なるが、撮影される被写体は同一であるた



(31) JP 4198449 B2 2008.12.17

10

20

30

40

50

めピーク位置は略同一となる。
【０３１７】
そして、コントラスト値Ｃｔの最大値Ｃｔmaxが検出された場合には、ステップ６０６の
判断が肯定され、ステップ６０８へ移行する。
【０３１８】
ステップ６０８では、最大値Ｃｔmaxに対応するレンズ位置Ｃ（合焦位置）へフォーカス
レンズ２１６Ａ、２１６Ｂをそれぞれ移動させて本ルーチンを終了する。　一方、最大値
Ｃｔmaxが検出されない場合には、ステップ６０６の判断が否定され、ステップ６１０へ
移行する。
【０３１９】
ステップ６１０では、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が同一か否かが
判断される。そして、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が同一でない場
合には、ステップ６１０の判断が否定され、ステップ６１２へ移行する。
【０３２０】
ステップ６１２では、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置を１ステップ駆
動してステップ６０４へ戻る。すなわち、フォーカスレンズ２１６Ａを、図３６に示す第
２の所定位置Ｂに向けて予め定めたステップ幅Ｌ１だけ移動させると共に、フォーカスレ
ンズ２１６Ｂを、図３６に示す第１の所定位置Ａに向けてステップ幅Ｌ２だけ移動させる
。このフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置を１ステップ駆動する処理は、
最大値Ｃｔmaxを検出するか、フォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が同一
の位置になるまで繰り返される。
【０３２１】
なお、ステップ幅Ｌ１、Ｌ２は、例えば焦点深度以下の長さに設定される。これにより、
合焦位置を含む焦点深度の範囲を超えてフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂが移動して
しまうのを防ぐことができ、確実にピントを合わせることができる。また、図３６に示す
ように、ステップ幅Ｌ２はステップ幅Ｌ１よりも大きくすることができる。これは、画素
数が少ないＣＣＤ２１８Ｂを用いた第２の撮影系２１２Ｂは、許容錯乱円が大きくなるた
め、より大きなステップでＡＦサーチすることができるからである。
【０３２２】
ところで、ステップ６１０におけるフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂのレンズ位置が
同一か否かの判断は、何れも最大値Ｃｔmaxが検出されずに、フォーカスレンズ２１６Ａ
、２１６Ｂが同じ位置に移動したか否かを判断することである。このように、何れも最大
値Ｃｔmaxが検出されない場合としては、それぞれ同じステップ数で駆動した位置にピー
クがある場合と、例えば青空を撮影した場合にように、ピークがなくＡＦ評価値がフラッ
トな場合がある。
【０３２３】
それぞれ同じステップ数で駆動した位置にピークがあるか否かを判断する場合は、各撮影
系のＡＦ評価値が共に増加傾向にあるか否かを判断すればよい。
【０３２４】
そこで、ステップ６１０の判断が肯定された場合には、ステップ６１４において、各撮影
系のＡＦ評価値が共に増加傾向にあるか否かを判断する。そして、各撮影系のＡＦ評価値
が共に増加傾向にある場合には、その時のレンズ位置が合焦位置Ｃであると判断し、本ル
ーチンを終了する。
【０３２５】
一方、各撮影系のＡＦ評価値が共に増加傾向にない場合には、ピークがないと判断し、次
のステップ６１６において、予め定めたパーン位置にフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６
Ｂをそれぞれ移動させて本ルーチンを終了する。なお、パーン位置は、予め定めた固定位
置でもよいし、予め定めたレンズのズーム位置とパーン位置との対応関係をルックアップ
テーブルとして記憶しておき、このルックアップテーブルからズーム位置に応じたパーン
位置を求めるようにしてもよい。
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【０３２６】
このように、本実施形態では、２つの撮像系を備え、一方の撮影系のフォーカスレンズを
、合焦位置が無限遠となる第１の所定位置から合焦位置が至近位置となる第２の所定位置
に向けて移動するようにステップ駆動し、他方の撮影系のフォーカスレンズを、第２の所
定位置から第１の所定位置に向けて移動するようにステップ駆動しながら焦点調整を行う
ため、合焦位置の検出時間を大幅に短縮することができる。
【０３２７】
なお、本実施形態では、フォーカスレンズ２１６Ａの初期位置を第１の所定位置Ａに設定
すると共にフォーカスレンズ２１６Ｂの初期位置を第２の所定位置Ｂに設定し、まずそれ
ぞれの初期位置にフォーカスレンズを移動させてから焦点調整する場合を例に説明したが
、初期位置を現在位置としてもよい。この場合、例えば図３７に示すように焦点位置が中
央付近にある場合でも、フォーカスレンズの現在位置によっては合焦位置の検出を速くす
ることができる。
【０３２８】
また、本実施形態では、２つのフォーカスレンズを合焦位置に移動させているが、撮影用
のフォーカスレンズのみを合焦位置へ移動させるようにしてもよい。また、第１の撮影系
２１２Ａが撮影用の場合に、第２の撮影系２１２ＢのＡＦ評価値のピーク位置が先に検出
された場合には、フォーカスレンズ２１６Ａをそのピーク位置付近に移動させ、再度ピン
ト合わせを行うようにしてもよい。
【０３２９】
また、本実施形態では、ＣＣＤ２１８ＡとＣＣＤ２１８Ｂの画素数が異なる場合について
説明したが、ＣＣＤ２１８ＡとＣＣＤ２１８Ｂの大きさが異なる場合にも、上記と同様に
合焦位置を検出することが可能である。この場合、ＣＣＤ２１８ＡとＣＣＤ２１８Ｂの大
きさが異なるので撮影画角が異なるが、ＡＦ評価値を算出するためのＡＦエリア（焦点調
整対象エリア）が同一画角となるように設定し、そのＡＦエリア内の画像データからＡＦ
評価値を各々算出すればよい。これにより、それぞれのＡＦ評価値のピーク位置を略同一
にすることができる。
【０３３０】
また、ＣＣＤ２１８ＡとＣＣＤ２１８Ｂとが同一であると共に、撮影光学系が異なる場合
も合焦位置の検出時間を短縮することが可能である。
【０３３１】
例えば、撮影光学系２１４Ａが広角系の光学系、撮影光学系２１４Ｂが望遠系の光学系の
場合には、図３８（Ａ）に示すように、フォーカスレンズ２１６Ａを被写体が至近位置に
位置する場合に合焦する第２の所定位置Ｂから被写体が無限遠に位置する場合に合焦する
第１の所定位置Ａに向けてステップ幅Ｌ２で１ステップずつ移動させると共に、図３８（
Ｂ）に示すように、フォーカスレンズ２１６Ｂを第１の所定位置Ａから第２の所定位置Ｂ
に向けてステップ幅Ｌ１で１ステップずつ移動させながら、上記と同様にしてピーク位置
を検出する。この場合、被写体が至近付近にある場合には、撮影光学系２１４Ａ側でピー
ク位置を検出しやすく、被写体が無限遠付近に存在する場合には、撮影光学系２１４Ｂ側
でピーク位置を検出しやすくなる。
【０３３２】
また、図３８（Ａ），（Ｂ）に示すように、ステップ幅Ｌ２はステップ幅Ｌ１よりも大き
くすることができる。これは、広角系の光学系の場合には、望遠系の光学系よりも被写界
深度が深くなるためである。これにより、広角系のＣＣＤ２１８Ａを用いた第１の撮影系
２１２Ａは、第２の撮影系２１２Ｂと比較して、より大きなステップでＡＦサーチするこ
とができるので、ピーク位置を先に検出する比率が高くなる。
【０３３３】
そして、何れかの撮影系でＡＦ評価値のピーク位置を検出した場合には、そのピーク位置
にフォーカスレンズ２１６Ａ、２１６Ｂを移動させる。例えばＡＦ評価値のピーク位置が
広角系の第１の撮影系２１２Ａで検出された場合には、フォーカスレンズ２１６Ａを検出
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したピーク位置に移動させる。そして、例えば予め用意された図３９に示すような第１の
撮影系２１２Ａのフォーカスレンズ２１６Ａの合焦位置Ａ１～Ａｉと、これら合焦位置に
各々対応する第２の撮影系２１２Ｂのフォーカスレンズ２１６Ｂの合焦位置Ｂ１～Ｂｉ（
ｉは整数）との対応関係を表すルックアップテーブルを参照して、フォーカスレンズ２１
６Ａの合焦位置に対応するフォーカスレンズ２１６Ｂの合焦位置を求める。そして、求め
た合焦位置にフォーカスレンズ２１６Ｂを移動させる。このように、ルックアップテーブ
ルを予め用意しておくことにより、フォーカスレンズ２１６Ａの合焦位置からフォーカス
レンズ２１６Ｂの合焦位置を容易に求めることができる。
【０３３４】
なお、撮影用の撮影系のフォーカスレンズのみを合焦位置へ移動させるようにしてもよい
。また、さらに精度よくピント合わせを行いたい場合には、合焦位置へフォーカスレンズ
を移動させた後、そこから再度上記と同様のピント合わせを行うようにしてもよい。例え
ば望遠系の第２の撮影系２１２Ｂが撮影用の場合で第１の撮影系２１２ＡのＡＦ評価値の
ピーク位置が先に検出された場合には、前記ルックアップテーブルから求めたフォーカス
レンズ２１６Ａの合焦位置に対応するフォーカスレンズ２１６Ｂの合焦位置にフォーカス
レンズ２１６Ｂを移動させ、そこから再度ピント合わせを行う。これにより、さらに精度
よくピント合わせを行うことができる。
【０３３５】
また、上記実施形態では、独立した２つの撮影光学系を備えた構成の場合について説明し
たが、これに限らず、例えば図３４に示すように、１つの撮影光学系２１４から入射され
た光をハーフミラー２７１で２方向に分岐させ、分岐させた光をサイズ及び画素数の少な
くとも一方が異なるＣＣＤ２１８Ａ，２１８Ｂにそれぞれ入射させる構成としてもよい。
この場合、ＣＣＤ２１８Ａ、２１８Ｂを移動させることにより焦点調整を行う。ＡＦ評価
値の算出、ピーク位置の検出、及びフォーカスレンズの移動は上記と同様の処理により行
うことができる。このように、撮影光学系を共通にすることにより、より正確な焦点調整
を行うことができる。
【０３３６】
【発明の効果】
【０３３７】
　以上説明したように本発明によれば、焦点深度の短い第２の撮影系によって撮影を行う
際に、第２の撮影系の焦点調整を行うに先立って、第２の撮影系に比べて長い焦点深度の
第１の撮影系による焦点調整を行い、当該焦点調整結果に基づいて、第２の撮影系による
焦点調整を行うことによって、第２の撮影系に比べて長い焦点深度である第１の撮影系に
よって焦点距離を大まかに特定してから、特定した位置に基づいて第２の撮影系の焦点位
置を探索できるので、焦点位置の探索時間を短縮することができる、という効果がある。
【０３４０】
以上説明したように本発明によれば、合焦位置が予め定めた撮影距離範囲の一方の端部の
場合に位置すべき第１の所定位置側から、前記合焦位置が前記撮影距離範囲の他方の端部
の場合に位置すべき第２の所定位置側に向けて移動するように前記第１のレンズを駆動し
、かつ前記第２の所定位置側から前記第１の所定位置側に向けて移動するように前記第２
のレンズを駆動すると共に、前記第１の撮像素子によって撮像された前記被写体の撮像画
像及び前記第２の撮像素子によって撮像された前記被写体の撮像画像に基づいて焦点調整
を行うように構成したので、合焦位置の検出時間を短縮することができる、という効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係わるデジタルカメラの外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラの撮影系を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラの複数の撮影系による撮影画像の表
示例を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラの電気系の構成を示すブロック図で
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ある。
【図５】複数の撮影系による撮影画像のその他の表示例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラにおける撮影時の処理を示すフロー
チャートである。
【図７】撮影画像を表示する表示手段のその他の例を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラの撮影系のその他の構成を示す図で
ある。
【図９】撮影画像を表示するディスプレイ画面を２つ備えたデジタルカメラの例を示す図
である。
【図１０】撮影画像を表示するディスプレイ画面を２つ備えたデジタルカメラにおける表
示例を示す図である。
【図１１】複数のディスプレイを備える場合の電気系の構成例の一部を示すブロック図で
ある。
【図１２】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラにおける複数の撮影系による撮影
画像のその他の表示方法を示す図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態に係わるデジタルカメラの概略構成を示すブロック
図である。
【図１４】画像補正及びＡＦ制御に利用される積算回路における撮影画面の分割形態の一
例を示すイメージ図である。
【図１５】撮影画面の各ブロックに割り当てられている重み係数Ｗｉの一例を示すイメー
ジ図である。
【図１６】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラのＡＦ制御を示すフローチャート
である。
【図１７】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラのＡＦ制御の一例を示すグラフで
ある。
【図１８】従来のＡＦ制御の一例を示すグラフである。
【図１９】本発明の第３の実施の形態に係わるデジタルカメラの概略構成を示すブロック
図である。
【図２０】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラのＡＦ制御を示すフローチャート
の一部である。
【図２１】本発明の実施の形態に係わるデジタルカメラのＡＦ制御を示すフローチャート
の残りある。
【図２２】撮影画像を表示するディスプレイ画面を２つ備え、各画面に合焦範囲を示した
例を示す図である。
【図２３】（Ａ）は、合焦状態を示し、（Ｂ）は、合焦不能状態を示した図である。
【図２４】複数の撮影系による撮影画像のその他の表示例を示す図である。
【図２５】本発明の第４の実施の形態に係わるデジタルカメラにおける撮影処理を示すフ
ローチャートの１部である。
【図２６】本発明の第４の実施の形態に係わるデジタルカメラにおける撮影処理を示すフ
ローチャートの残りである。
【図２７】本発明の第５の実施の形態に係るデジタルカメラの概略構成を示すブロック図
である。
【図２８】本発明の第５の実施の形態におけるＡＦ制御の流れを示すフローチャートであ
る。
【図２９】本発明の第５の実施の形態に係るフォーカスレンズのレンズ位置とコントラス
ト値との関係を示す線図である。
【図３０】本発明の第５の実施の形態に係るフォーカスレンズのレンズ位置とコントラス
ト値との関係を示す線図である。
【図３１】本発明の第６の実施の形態におけるＡＦ制御の流れを示すフローチャートであ
る。
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【図３２】本発明の第６の実施の形態におけるフォーカスレンズ移動処理の流れを示すフ
ローチャートである。
【図３３】本発明の第６の実施の形態に係るフォーカスレンズのレンズ位置とコントラス
ト値との関係を示す線図である。
【図３４】撮影系の他の例を示す概略構成図である。
【図３５】本発明の第６の実施の形態に係るフォーカスレンズのレンズ位置とコントラス
ト値との関係を示す線図である。
【図３６】本発明の第７の実施の形態に係るフォーカスレンズのレンズ位置とコントラス
ト値との関係を示す線図である。
【図３７】本発明の第７の実施の形態に係るフォーカスレンズのレンズ位置とコントラス
ト値との関係を示す線図である。
【図３８】（Ａ）は広角系の撮影系のフォーカスレンズのレンズ位置とコントラスト値と
の関係を示す線図であり、（Ｂ）は望遠系の撮影系のフォーカスレンズのレンズ位置とコ
ントラスト値との関係を示す線図である。
【図３９】本発明の第７の実施の形態に係る第１の撮影系のフォーカスレンズの合焦位置
と第２の撮影系のフォーカスレンズの合焦位置との対応関係を示す表である。
【符号の説明】
１０　　デジタルカメラ
１４　　レンズ
１４Ａ　ワイド用レンズ
１４Ｂ　テレ用レンズ
２５　　テレ／ワイド切替スイッチ
２６、２６Ａ、２６Ｂ　　ディスプレイ
２７、２７Ａ、２７Ｂ　　ディスプレイドライバ
５０Ａ　ワイド用撮像素子
５０Ｂ　テレ用撮像素子
５１Ａ、５１Ｂ　　撮像素子
８０　　メモリカード
８４　　内蔵メモリ
９８　　切替手段
８６　　ハーフミラー
２１０　　デジタルカメラ
２１２Ａ　第１の撮影系
２１２Ｂ　第２の撮影系
２１４Ａ、２１４Ｂ　　撮影光学系
２１６Ａ、２１６Ｂ　　撮影レンズ
２１７　　絞り
２１８Ａ、２１８Ｂ　　ＣＣＤ
２２０Ａ、２２０Ｂ　　ＣＣＤ駆動回路
２２２Ａ、２２２Ｂ　　ＣＤＳ回路
２２４Ａ、２２４Ｂ　　Ａ／Ｄ変換器
２２６Ａ、２２６Ｂ　　メモリ
２２８　　タイミング信号発生回路
２３０　　ＣＰＵ
２５２Ａ、２５２Ｂ　　駆動回路
２５４Ａ、２５４Ｂ　　モータ
２６０Ａ、２６０Ｂ　　積算回路
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